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文部科学省研究振興局振興企画課

　2019年のノーベル賞授賞式が、12月10日、スウェーデン・ストックホルムのコンサート
ホールにおいて挙行され、会場の約1 , 500人が見守る中、吉野彰旭化成株式会社名誉フェ
ローに、スウェーデンのカール16世グスタフ国王から、化学賞のメダルと賞状が授与され
ました。
　吉野名誉フェローは、同日夜、授賞式に続いてストックホルム市庁舎内での晩

ばん

餐
さん

会に出
席されたほか、ノーベル賞に関する様々な行事に出席されましたので、次ページにおいて
紹介します。
　また、この度の授賞式及び晩餐会には、文部科学省から萩生田大臣が出席しました。

吉野 彰 氏
ノーベル賞授賞式出席

© Nobel Media. Photo：Nanaka Adachi

© Nobel Media. Photo：Alexander Mahmoud
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© Nobel Media. Photo：Alexander Mahmoud

写真提供：在スウェーデン日本国大使館

© Nobel Media. Photo：Alexander Mahmoud

●12/6（金） ノーベル賞受賞者懇談会
（会場：ノーベル博物館）

●12/7（土） ノーベル財団主催共同記者会見
（会場：スウェーデン王立科学アカデ
ミー）

●12/8（日） ノーベル賞記念講演会（化学賞）
（会場：ストックホルム大学）

在スウェーデン日本国大使主催
レセプション
（会場：ストックホルム市内グランド
ホテル）

在スウェーデン日本国大使館
主催記者会見

ノーベル賞記念コンサート
（会場：ストックホルム市内コンサート
ホール）

●12/9（月） ストックホルム市内の学校を
訪問

●12/10（火） ノーベル賞授賞式
（会場：ストックホルム市内コンサート
ホール）

ノーベル賞記念晩餐会
（会場：ストックホルム市庁舎）

●12/11（水） スウェーデン国王主催晩餐会
（会場：王宮）

【ノーベル賞受賞者懇談会】
ノーベル博物館において、授賞式前の恒例行事となっている

同館カフェの椅子の裏にサインするイベントが行われました。
吉野名誉フェローは、ノーベル化学賞を共同受賞したウィッ
ティンガム博士、グッドイナフ博士とともにサインをしました。

【在スウェーデン日本国大使主催レセプション】
スウェーデンのエルンクランス高等教育・研究大臣をはじ

め、多くの政府機関、教育・研究機関、学術関係者等が参加し、
吉野名誉フェローのノーベル賞受賞を祝いました。レセプショ
ンに引き続き、記者会見が行われました。

【ノーベル賞記念晩餐会】
ストックホルム市庁舎で行われた晩餐会には、招待客約

1,350人が参加しました。吉野名誉フェローは参加者と会話
をしながら、料理を楽しみました。

ノーベルウィーク～ストックホルムでの主な足跡～
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1
人
1
台
端
末
環
境
は「
令
和
の
学
校
」の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
　
〜
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
〜

1
人
1
台
端
末
環
境
の
必
要
性

今
や
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
I
C
T
の
活
用
が

日
常
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。Society 5.0

時
代
を
生

き
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
I
C
T
端
末
は
鉛
筆
や
ノ
ー
ト
と
並

ぶ
マ
ス
ト
ア
イ
テ
ム
で
す
。
実
際
、
内
閣
府
の「
平
成
30
年

度 

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
」に

よ
る
と
、
小
学
生
の
45
・
9
％
、
中
学
生
の
70
・
6
％
、
高

校
生
の
97
・
5
％
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
学
習
活
動
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
は

諸
外
国
に
比
べ
て
低
調
で
す
。
昨
年
12
月
に
公
表
さ
れ

た
P
I
S
A
2
0
1
8
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
他

国
と
比
較
し
て
、
チ
ャ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
利
用
す
る
生
徒

の
割
合
が
高
く
、
そ
の
増
加
が
著
し
い
の
に
対
し
て
、
学

校
の
授
業
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
時
間
が
短
く
、

O
E
C
D
加
盟
国
中
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の

子
供
た
ち
は
、
遊
び
に
は
I
C
T
を
活
用
し
て
い
る
が
、

学
び
に
は
活
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

子
供
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
場
所
で
あ
る
学
校
が
、

時
代
に
取
り
残
さ
れ
、
世
界
か
ら
遅
れ
た
ま
ま
で
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
1
人
1
台
端
末
環
境
は
、
も
は
や
令
和
の
時

代
の
学
校
の「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」で
す
。
こ
れ
ま
で
の
我
が

国
の
1
5
0
年
に
及
ぶ
教
育
実
践
の
蓄
積
の
上
に
、
最
先

端
の
I
C
T
を
教
育
に
取
り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
と

I
C
T
と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
劇
的
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

I
C
T
を
活
用
し
た
学
び
の
強
み
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何
回
で
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学

べ
る
こ
と
で
、
個
別
学
習
の
効
果
が
大
き
く
向
上
す
る
こ

GIGAスクール構想の実現に向けて
～令和時代のスタンダードとしての１人１台端末環境～

文部科学省初等中等教育局

令和元年度補正予算において、児童生徒向けの1人1台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的
に整備するための経費を計上しました。我が国の150年に及ぶ教育実践と最先端のICTとのベストミックス
を図ることで、これからの学校教育を劇的に変えていくことが必要です。本特集では、1人1台端末環境をは
じめとしたGIGAスクール構想の実現に向けた取組について説明します。

コンピュータを使って宿題をする ネット上でチャットをする

1人用ゲームで遊ぶ

多人数オンラインゲームで
遊ぶ

Eメールを使う

インターネットでニュースを
読む (例：時事問題)

学校の勉強のために、インターネット上
のサイトを見る （例：作文や発表の準備）

関連資料を見つけるために、授業の後に
インターネットを閲覧する

学校のウェブサイトから資料をダウンロード
したり、アップロードしたり、ブラウザを
使ったりする （例：時間割や授業で使う教材）

校内のウェブサイトを見て、学校からの
お知らせを確認する （例：先生の欠席）

学校外での平日のデジタル機器の利用状況（青色帯は日本の、★はOECD平均の「毎日」、「ほぼ毎日」 の合計）
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★
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23.0（OECD平均）23.0（OECD平均） 26.7（OECD平均）26.7（OECD平均）

20.1（OECD平均）20.1（OECD平均） 28.9（OECD平均）28.9（OECD平均）

17.7（OECD平均）17.7（OECD平均） 25.5（OECD平均）25.5（OECD平均）
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3.7

3.0

3.4 43.4

9.1

29.6

47.7

87.4
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グラフ　OECD/PISA 2018年　ICT活用調査
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GIGA スクール構想の実現に向けて ～令和時代のスタンダードとしての１人１台端末環境～

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
I
C
T
の
持
つ
可
能
性
は
個

人
の
学
び
の
深
化
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
ク
ラ
ス
全

員
の
意
見
が
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
一
気
に
映
し
出
さ
れ
る
こ
と

で
、
友
達
の
す
ば
ら
し
い
考
え
方
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た

り
、
遠
く
の
学
校
の
子
供
と
遠
隔
で
つ
な
が
っ
て
意
見
を

交
わ
し
合
っ
た
り
と
い
っ
た
、
協
働
的
な
学
び
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ「
数
人
に
1
台
」で
は
な
く
、「
1
人
1
台
」の
端

末
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
1
人
1
台
で
あ
れ
ば
、
個

別
の
関
心
に
合
わ
せ
た
調
べ
学
習
な
ど
、
一
人
一
人
の
学

習
状
況
に
応
じ
た
個
別
学
習
が
で
き
ま
す
。
ま
た
活
発
な

子
だ
け
が
端
末
を
操
作
し
て
他
の
子
供
は「
お
客
さ
ん
」に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
全
員
が
主
体
的
に
手
を
動
か

し
て
学
べ
ま
す
。
そ
し
て
1
人
1
台
端
末
環
境
が
実
現
す

る
こ
と
で
、
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
の
幅
も

一
層
広
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子
供
た

ち
が
未
来
社
会
を
切
り
拓ひ

ら

く
た
め
の
資
質
・
能
力
を
育
む

「
令
和
の
学
校
」へ
と
大
き
く
前
進
す
る
た
め
に
、
1
人
1

台
端
末
環
境
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

な
お
、
I
C
T
の
活
用
や
そ
の
環
境
整
備
は
重
要
で
す

が
、
そ
の
こ
と
自
体
を
目
的
化
す
る
の
で
は
な
く
、
子
供

た
ち
の
資
質
・
能
力
を
一
層
確
実
に
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
適
切
に
活
用
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

令
和
元
年
12
月
5
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、「
安
心
と

成
長
の
未
来
を
拓
く
総
合
経
済
対
策
」に
お
い
て
、『
初
等

中
等
教
育
に
お
い
て
、Society 5.0

と
い
う
新
た
な
時
代

を
担
う
人
材
の
教
育
や
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
な

ど
の
多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い

一
人
一
人
に
応
じ
た
個
別
最
適
化
学
習
に
ふ
さ
わ
し
い
環

境
を
速
や
か
に
整
備
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
高
速
大

容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境（
校
内
L
A
N
）の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
特
に
、
義
務
教
育
段
階
に
お
い
て
、

令
和
5
年
度
ま
で
に
、
全
学
年
の
児
童
生
徒
一
人
一
人
が

そ
れ
ぞ
れ
端
末
を
持
ち
、
十
分
に
活
用
で
き
る
環
境
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
事
業
を
実
施
す
る
地
方
公
共
団

体
に
対
し
、
国
と
し
て
継
続
的
に
財
源
を
確
保
し
、
必
要

な
支
援
を
講
ず
る
こ
と
』と
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
向
け
の

1
人
1
台
端
末
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

一
体
的
に
整
備
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
学
校
I
C
T
環
境
の
整
備
状
況
に
地
方
自
治
体
間

で
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
中
、
国
と
し
て
そ
の
是
正
に
努
め

る
た
め
の
も
の
で
す
。
省
を
挙
げ
て
取
組
を
進
め
て
い
く
た

め
、
昨
年
12
月
に
、
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
を
本
部
長
と

す
る「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
実
現
推
進
本
部
」を
設
置
し
ま

し
た
。
関
係
省
庁
や
自
治
体
、
教
育
委
員
会
と
も
連
携
し

て
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
で
は
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
の
具
体
的
な
内
容

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
本
年
1
月
に
開
催
し
た「
学
校

I
C
T
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
」や
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

実
現
に
向
け
た
今
後
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
の
実
現
」

令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
向
け

の
1
人
1
台
端
末
と
、
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
一
体
的
に
整
備
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、
2
，

3
1
8
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
本
事
業
に
お
い
て
は
、

国
公
私
立
問
わ
ず
、

① 

小
学
校
・
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
・
高
等
学
校
等
に

お
け
る
校
内
L
A
N
の
整
備

② 

小
学
校
・
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
等
の
児
童
生
徒

が
使
用
す
る
端
末
の
整
備

③ 

小
学
校
・
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
等
に
お
け
る
電

源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
、
③
に
つ
い
て
は
、

公
立　

 

補
助
対
象
：
都
道
府
県
、
政
令
市
、
そ
の
他
市

大型投影装置に児童各々の意見を提示し議論
（「学校における1人1台端末環境」公式プロモーション動画より）
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区
町
村　

※
市
町
村
は
都
道
府
県
を
通
じ
て
国

に
申
請

　
　
　

補
助
割
合
：
1
／
2

私
立　

 

補
助
対
象
：
学
校
法
人

　
　
　

補
助
割
合
：
1
／
2

国
立　

 
補
助
対
象
：
国
立
大
学
法
人
、（
独
）国
立
高

等
専
門
学
校
機
構

　
　
　

補
助
割
合
：
定
額

②
に
つ
い
て
は
、

公
立　

 

補
助
対
象
：
都
道
府
県
、
政
令
市
、
そ
の
他
市

区
町
村
等　

※
市
町
村
は
都
道
府
県
を
通
じ
て

国
に
申
請

　
　
　

補
助
割
合
：
定
額（
上
限
4
・
5
万
円
）

私
立　

 

補
助
対
象
：
学
校
法
人

　
　
　

補
助
割
合
：
1
／
2（
上
限
4
・
5
万
円
）

国
立　

補
助
対
象
：
国
立
大
学
法
人

　
　
　

補
助
割
合
：
定
額（
上
限
4
・
5
万
円
）

と
し
て
お
り
、

1
． 校
内
L
A
N
整
備（
及
び
電
源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
整

備
）＋
端
末
整
備

2
． 端
末
独
自
整
備
を
前
提
と
し
た
校
内
L
A
N
整
備

（
及
び
電
源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
整
備
）

3
． L
T
E
通
信
費
等
独
自
確
保
を
前
提
と
し
た
端
末

整
備（
及
び
電
源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
整
備
）

を
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
①
校
内
L
A
N
の
整
備
、
③
電
源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
令
和
元
年
度
補
正
予
算

に
て
、
全
て
の
学
校
に
お
い
て
1
人
1
台
端
末
の
使
用
に

耐
え
う
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
算
の
措
置
に
当
た
っ
て
は
、
各
自
治
体
に
お

い
て
継
続
的
な
学
校
I
C
T
環
境
整
備
、
I
C
T
利
活

用
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

・ 「
1
人
1
台
環
境
」に
お
け
る
I
C
T
活
用
計
画
、

更
に
そ
の
達
成
状
況
を
踏
ま
え
た
教
員
ス
キ
ル
向
上

な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
計
画

・ 

効
果
的
・
効
率
的
整
備
の
た
め
、
国
が
提
示
す
る
標

準
仕
様
書
に
基
づ
く
、
都
道
府
県
単
位
を
基
本
と
し

た
広
域
・
大
規
模
調
達
計
画

・ 

高
速
大
容
量
回
線
の
接
続
が
可
能
な
環
境
に
あ
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
校
内
L
A
N
整
備
計
画
、
あ
る
い

は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
確
保
を
踏
ま
え
た
L
T
E
活

用
計
画

・ 

現
行
の「
教
育
の
I
C
T
化
に
向
け
た
環
境
整
備
5

か
年
計
画（
2
0
1
8
〜
2
0
2
2
年
度
）」に
基
づ

く
、
地
方
財
政
措
置
を
活
用
し
た「
端
末
3
ク
ラ
ス

に
1
ク
ラ
ス
分
の
配
備
」計
画

の
策
定
を
要
件
と
し
て
い
ま
す
。

（「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
」に
つ
い
て
）

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/content/20191227-
m

xt_syoto01_000003278_07.pdf

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
、
文
部
科
学

省
で
は
、
令
和
5
年
度
ま
で
に
令
和
時
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
し
て
の
学
校
I
C
T
環
境
を
整
備
し
、
全
て
の
子
供
た

ち
1
人
1
人
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
実
現
す
る
た
め

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算
で
は
、
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

沿
っ
て
、
端
末
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
開
始
や
そ
の
後
の
新
学
習
指
導
要
領
の
開
始
を

見
据
え
て
、
小
5
、
小
6
、
中
1
の
児
童
生
徒
全
て
の
児

童
生
徒
の
3
分
の
2
分
を
整
備
す
る
こ
と
を
優
先
し
つ
つ
、

最
終
的
に
各
自
治
体
か
ら
の
申
請
状
況
を
踏
ま
え
、
予
算

の
範
囲
内
で
、
別
の
学
年
の
整
備
も
可
能
な
限
り
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
本
補
助
金
で
整
備
さ

れ
た
端
末
を
、
ど
の
学
校
・
学
年
の
児
童
生
徒
が
活
用
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
・
学
校
に
お
い
て

判
断
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/content/20191227-
m

xt_syoto01_000003278_06.pdf

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
パ
ッ
ケ
ー
ジ

令
和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
I
C
T
環
境
の
実
現

に
向
け
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
必
要
な
経

費
を
計
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
各
自
治
体
が
安
価
に
学
校

I
C
T
環
境
を
整
備
し
、
現
場
の
教
職
員
が
I
C
T
を

活
用
で
き
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
と
し
て
、
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
策
定
し
ま
し
た
。

当
該
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
主
に
以
下
の
五
つ
の
内
容
を
含
ん

で
い
ま
す
。

1
． 調
達
改
革
に
向
け
た
環
境
整
備
の
標
準
仕
様
の
例

示

 
 

各
自
治
体
が
学
校
I
C
T
環
境
整
備
に
向
け
た
調

達
に
お
い
て
参
考
と
で
き
る
よ
う
、「
新
時
代
の
学

び
を
支
え
る
先
端
技
術
活
用
推
進
方
策
」の
考
え

方
に
基
づ
く
、
学
習
者
用
端
末
の
標
準
仕
様
や
、

「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」に
基
づ
く
、
高
速
回

https://www.mext.go.jp/content/20191227-mxt_syoto01_000003278_07.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20191227-mxt_syoto01_000003278_07.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20191227-mxt_syoto01_000003278_06.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20191227-mxt_syoto01_000003278_06.pdf
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GIGA スクール構想の実現に向けて ～令和時代のスタンダードとしての１人１台端末環境～

線
に
向
け
た
校
内
L
A
N
整
備
の
標
準
仕
様
を
例

示
し
て
い
ま
す
。

2
． ク
ラ
ウ
ド
活
用
を
前
提
と
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
表

 
 

ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
を
前
提
と
し
た
学
校
I
C
T
環

境
の
整
備
に
向
け
、
各
教
育
委
員
会
や
学
校
が
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
作
成
や
見
直
し
を
行

う
際
の
参
考
と
す
る
、『
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』（
平
成
29
年
策

定
）に
つ
い
て
、
ク
ラ
ウ
ド
・
バ
イ
・
デ
フ
ォ
ル
ト
の
原

則
を
踏
ま
え
て
、
硬
直
化
を
避
け
る
た
め
の
位
置
づ

け
や
構
成
の
見
直
し
や
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

が
留
意
す
べ
き
事
項
の
追
加
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

3
． 学
校
に
お
け
る
I
C
T
利
活
用
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

集
の
公
表

 
 

教
師
や
学
校
、
教
育
委
員
会
等
が
、
情
報
教
育
や

I
C
T
を
活
用
し
た
指
導
、
I
C
T
環
境
整
備

等
を
行
う
際
に
参
考
と
な
る
様
々
な
情
報
を
ま
と

め
た『
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引（
令
和
元
年

12
月
）』を
公
表
し
ま
し
た
。
特
に「
第
4
章 

教
科

等
の
指
導
に
お
け
る
I
C
T
の
活
用
」に
お
い
て
、

I
C
T
を
効
果
的
に
活
用
し
た
学
習
場
面
の
10
の

分
類
例
を
示
す
と
と
も
に
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
段
階
に
お
け
る
教

科
等
ご
と
に
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
学
習
上

の
困
難
・
障
害
種
別
ご
と
に
、
I
C
T
を
活
用
し
た

効
果
的
な
学
習
活
動
の
例
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

4
． 関
係
省
庁
の
施
策
と
の
連
携

 
 

ロ
ー
カ
ル
5
G
や
効
果
的
な
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
も
活

用
し
て
未
来
の
学
び
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
総

務
省
の
教
育
現
場
の
課
題
解
決
に
向
け
た
ロ
ー
カ

ル
5
G
の
活
用
モ
デ
ル
の
構
築
、
経
済
産
業
省
の

EdT
ech

導
入
実
証
事
業
や
学
び
と
社
会
の
連
携
促

進
事
業
と
も
連
携
し
て
、
学
校
に
お
け
る
I
C
T

環
境
の
整
備
、
I
C
T
利
活
用
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

5
． 民
間
企
業
等
か
ら
の
支
援
協
力
の
募
集

 
 

将
来
の
I
C
T
社
会
を
創
造
し
て
い
く
子
供
た
ち

に
向
け
た
社
会
貢
献
と
し
て
、
校
内
L
A
N
な
ど

通
信
環
境
の
無
償
提
供
、
新
品
・
中
古
を
問
わ
な

い
十
分
な
ス
ペ
ッ
ク
の
端
末
の
学
習
者
へ
の
提
供
、

I
C
T
支
援
員
と
し
て
の
学
校
で
I
C
T
利
活
用

の
人
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
民
間
企
業
等
か
ら
学
校

I
C
T
導
入
、
利
活
用
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
協
力

を
募
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
2
月
14
日
に

は
、
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
と
民
間
企
業
等
と
の

「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
意
見

交
換
会
」を
行
い
、
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
か
ら
直

接
民
間
企
業
等
に
対
し
て
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
加
え
、
各
自
治
体
が
よ
り
学
校

I
C
T
環
境
を
整
備
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
文
部
科
学
省

と
し
て
更
な
る
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/content/20200117-
m

xt_jogai02-000003278_001.pdf

学
校
I
C
T
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
は
、「
ハ
ー
ド
」だ

け
で
な
く
、「
ソ
フ
ト
」「
人
材
」が
一
体
と
な
っ
て
施
策
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
各
自
治
体
の

首
長
部
局
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
民
間
事
業
者
な
ど
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。

Society 5.0

時
代
の
学
び
の
実
現
に
向
け
て
、
全
国
各

地
で
の
取
組
を
加
速
化
す
る
た
め
、
本
年
1
月
15
日
〜
17

日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
文
部
科
学
省
が
主
催
す
る「
学

校
I
C
T
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
東
京
と
京
都
で
開
催
し

ま
し
た
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
地
方
自
治
体
の
首
長
や

教
育
長
、
教
育
委
員
会
や
首
長
部
局
の
担
当
者
な
ど
約

1
5
0
0
名
が
参
加
し
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自

治
体
に
よ
る
教
育
実
践
の
講
演
や
行
政
説
明
、
企
業
等
に

よ
る
ブ
ー
ス
実
演
、
先
進
的
な
学
校
の
視
察
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

以
下
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
挨
拶

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
開
会
に
当
た
り
萩
生
田
文
部
科
学

大
臣
が
挨
拶
を
行
い（
京
都
会
場
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）、

令
和
の
時
代
の「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」で
あ
る
1
人
1
台
端
末

環
境
の
整
備
に
向
け
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
子
供
た
ち

の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
も
留
意
し
つ
つ
、
首
長
・
教

育
長
の
下
で
、
各
自
治
体
、
学
校
、
民
間
事
業
者
な
ど
関

https://www.mext.go.jp/content/20200117-mxt_jogai02-000003278_001.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200117-mxt_jogai02-000003278_001.pdf
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係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
子
供
た
ち
の
学
び
を
保
障
す
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

※
大
臣
挨
拶
は
こ
ち
ら
か
ら
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://youtu.be/PndD
f5zsEm

4 

教
育
実
践
講
演
等

教
育
実
践
講
演
で
は
、
学
校
に
お
け
る
I
C
T
活
用
を

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
草
津
市
教
育
委
員
会
及
び

淡
路
市
教
育
委
員
会（
京
都
会
場
）、
つ
く
ば
市
教
育
委
員

会
及
び
戸
田
市
教
育
委
員
会（
東
京
会
場
）の
4
自
治
体

が
、
授
業
で
の
活
用
方
法
や
教
員
研
修
等
に
関
す
る
教
育

委
員
会
・
学
校
の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。（
表
①
）講
演

で
は
、
実
際
に
子
供
た
ち
が
授
業
で
I
C
T
を
活
用
し
て

学
ん
で
い
る
姿
を
動
画
で
見
せ
な
が
ら
解
説
を
行
う
な
ど
、

ま
だ
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
に
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い

自
治
体
で
も
具
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
事
例

が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
、
参
加
者
か
ら
も「
非
常
に
参
考

に
な
っ
た
」「
自
分
の
自
治
体
で
も
取
り
入
れ
て
み
よ
う
と

思
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
経
済
産
業
省
の
浅
野
大
介
サ
ー
ビ
ス
政
策
課
長
・

教
育
産
業
室
長
か
ら
、
経
済
産
業
省
が
実
施
し
て
い
る

「
未
来
の
教
室
」事
業
に
つ
い
て
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
の
下
で
の
今
後
の
展
開
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
説
明

行
政
説
明
で
は
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
の
髙

谷
浩
樹
情
報
教
育
・
外
国
語
教
育
課
長
か
ら
、
学
校
情
報

化
の
こ
れ
ま
で
の
動
き
と
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

実
現
に
関
す
る
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
説
明
と
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
国
の
本
気
度
が
伝

わ
っ
た
」「
他
自
治
体
と
の
情
報
交
換
が
で
き
た
」な
ど
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
実
演

ブ
ー
ス
実
演
で
は
、
総
務
省
、（
一
社
）教
科
書
協
会
、

O
S
3
社（A

pple

、Google

、M
icrosoft

）
及
び
経
済

産
業
省「
未
来
の
教
室
」事
業
者
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
個

別
質
問
や
実
機
の
展
示
・
実
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
本
当
に
4
万
5
0
0
0
円
で
端
末
が

供
給
さ
れ
る
プ
ラ
ン
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
」「
企
業

の
担
当
者
に
詳
し
く
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
参
考
に
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

学
校
視
察

学
校
視
察
で
は
、
表
②
に
記
載
し
て
い
る
8
校
を
希
望

者
が
訪
問
し
、
各
自
治
体
・
学
校
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
実
際
に
授
業
で
子
供
た
ち
が
I
C
T
を
活
用

し
て
学
ぶ
様
子
を
視
察
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
子

供
た
ち
全
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
使
い
こ
な
し
て
い

る
姿
に
驚
い
た
」「
I
C
T
機
器
が
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、

教
師
の
活
用
も
広
が
っ
て
い
く
。
子
供
た
ち
の
成
長
は
大

人
の
予
想
を
超
え
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
授

業
の
中
で
の
具
体
的
な
活
用
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
と
て
も
た
め
に
な
っ
た
。
教
育
委
員
会
・
管
理
職
の
リ
ー

講演者 講演タイトル
川那邊 正

（草津市教育委員会教育長）
西村 陽介

（草津市教育委員会学校政策推進課専門員）

ICT活用で「元気な学校」をつくる
草津市の戦略９

「プログラミング教育『草津市モデル』」
について

西岡 正雄
（淡路市教育委員会教育部長）
橋ヶ迫 健

（淡路市教育委員会学校教育課指導主事）

淡路市が目指す学びのイノベーション
〜タブレット端末の導入と授業実践〜

森田 充
（つくば市教育委員会教育長）
毛利 靖

（つくば市立みどりの学園義務教育学校）

新時代の学びを支えるつくば市ICT教育

布瀬川 裕貴
（戸田市教育委員会教育政策室主幹兼指導主事）
狗飼 英典

（戸田第二小学校主幹教諭）

ICTのマストアイテム化を目指して
〜昭和の学校から令和の学校へ〜

萩生田光一文部科学大臣挨拶

表①　実践講演の講演者と講演タイトル

https://youtu.be/PndDf5zsEm4
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GIGA スクール構想の実現に向けて ～令和時代のスタンダードとしての１人１台端末環境～

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
だ
と
感
じ
た
」「
こ
の
よ
う
な
視
察
の

機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に

向
け
た
今
後
の
検
討
課
題

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
・
指
導
体
制
の
一
体
的
充
実

I
C
T
活
用
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
子
供
た
ち
が

I
C
T
を
適
切
・
安
全
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
の
情
報
活
用
能
力
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
た
1
人
1
台
端
末
環
境
の
整
備
と

併
せ
て
、
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
し
た

I
C
T
の
導
入
・
運
用
を
加
速
し
て
い
く
こ
と
で
、
授
業
準

備
や
成
績
処
理
等
の
負
担
軽
減
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
1
人
1
台
端
末
と
高
速
大
容

量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
加
え

て
、
ソ
フ
ト
面
、
指
導
体
制
を
一
体
と
し
た
教
育
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
の
充
実
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材

な
ど
良
質
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
を
来
年
度
か
ら

順
次
促
進
し
ま
す
。
昨
年
12
月
に『
教
育
の
情
報
化
に
関

す
る
手
引（
令
和
元
年
12
月
）』を
公
表
し
、
教
科
等
ご
と

に
、
I
C
T
を
効
果
的
に
活
用
し
た
学
習
活
動
の
例
を
提

示
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
事
例
の
収
集
・
把
握
を
行

い
、
そ
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
先
端
技

術
を
活
用
し
た
実
証
を
充
実
さ
せ
、
来
年
度
中
に「
先
端

技
術
利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
組
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
学
び
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

指
導
体
制
の
充
実
と
し
て
は
、
各
地
域
の
指
導
者
養
成

研
修
の
実
施
、
I
C
T
環
境
整
備
の
加
速
と
そ
の
効
果
的

な
活
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
の
I
C
T
活
用
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
活
用
や
学
校
に
お
け
る
教
員
の
I
C
T
活
用

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
I
C
T
支
援
員
の
活
用
促
進
と

い
っ
た
取
組
を
行
う
こ
と
で
、
日
常
的
に
I
C
T
を
活
用

で
き
る
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
の
検
討

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
新
し
い
時
代
を
見
据
え

て
、
我
が
国
の
学
校
教
育
が
何
の
実
現
を
目
指
す
の
か
と

い
っ
た
全
体
像
の
中
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

視察先 取組概要
京都教育大学附属
桃山小学校

校務分掌において学年教員をICT活用指導部と情報活用能力育成部に分けて組織立てることによって、常日頃から相互にスキルアップが
図れる環境を作っている。また、全体でも校内研修を行い、ICT機器を利活用することによって達成できる「深い学び」のイメージの共有
化にも取り組んでいる。

学校法人聖母女学院
京都聖母学院中学校

学校法人聖母女学院では、高速インターネット接続環境（SINET接続/10Gbps）と525台のChromebookを整備し、教員・児童・生徒
（4歳児〜高校生）が日常的に授業にて活用出来る教育環境を整備し、GSuiteの活用を中心としたアプリ・教育コンテンツに頼らない教
育活動を展開。また、授業等の利用履歴をデータ化し、データに基づく教員へのICT支援体制を整備している。

箕面市立箕面小学校 箕面市では、平成30年度9月から市内全小学校4〜6年生の児童に1人1台のタブレットを配布している。使用する際の制限は特に設け
ず、授業中のみならず休み時間中も自由に使用できる環境としている。その結果、子どもたちは自分たちの意見をパワーポイントにまと
めて発表するなど、タブレットを積極的に、そして、ごく自然に活用している。

草津市立草津小学校 草津小学校は、学校情報化先進校に認定されており、タブレットや電子黒板を活用した「草津型アクティブ・ラーニング」による授業が定
着している。当日は、民間委託のICT支援員、市が雇用するICT教育スーパーバイザーやスキルアップアドバイザーが授業支援にあたる。

つくば市立みどりの学園
義務教育学校

市全体で無線LAN、タブレット、大型提示装置、デジタル教科書、校務用PC1人1台設置。みどりの学園は平成30年4月開校、公立の小
中一貫義務教育学校であり、小学校全学年で発達段階に応じたプログラミング教育を展開。また、全職員によるICT活用・STEAM・1年
生からの英語・SDGsを実践し、2040年代に必要な21世紀型スキルの育成に取り組んでいる。

戸田市立戸田第二小学校 3クラスに1クラス分のタブレットPC端末（Chromebook等）と高速インターネット回線によるICT環境を整備し、学びの個別最適化や
効率化に向けて、日々の授業においてICTをマストアイテムとした実践に取り組んでいる。また、PBLやプログラミング教育においても、
プレゼンテーションの容易さや即時性といったICTの強みを活かしている。

荒川区立第三中学校 全区立小・中学校において、タブレットPCの活用時における1人1台体制を導入している。荒川区の子どもたちは、日常の授業の場にお
いてタブレットPCに慣れ親しみ、各学校における様々な創意工夫ある授業実践の効果で21世紀型能力が身に付きつつある。

渋谷区立西原小学校 渋谷区では、平成29年9月より、小学校、中学校全ての児童・生徒、教員に対して、1人1台のタブレット端末(LTE回線)を導入して、「い
つでも・どこでも」活用できる環境を整備し、約2年半が経過し、児童・生徒が学校内外で、日常的にタブレット端末を活用している様子
が見られ始めている。タブレット導入後に実施したアンケートでも対話的な学び・協働的な学びについて、肯定的な回答が多い状況となっ
ている。

端末を使う生徒の様子を視察する萩生田文部科学大臣

表②　視察した学校と各校の取組概要
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Society 5.0

時
代
の
到
来
と
い
っ
た
急
激
な
社
会
的
変

化
が
進
む
中
、
初
等
中
等
教
育
の
現
状
及
び
課
題
を
踏
ま

え
、
昨
年
4
月
に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
中
央
教
育
審
議
会

に
対
し
、「
新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
」に

つ
い
て
諮
問
が
な
さ
れ
、
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
は
、
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分

科
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
を
踏
ま
え
た
論
点
取

り
ま
と
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
論
点
取
り
ま
と
め
で

は
、
多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
、

個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
の
実
現
や
、
全
国
津
々
浦
々
の

学
校
に
お
け
る
質
の
高
い
教
育
活
動
を
実
施
可
能
と
す
る

環
境
整
備
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
を
支
え
る
I
C
T

や
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
や
、
義
務
教
育
9
年
間
を

見
通
し
た
教
科
担
任
制
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
方
向

性
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
検
討
す
べ
き
論
点
が
提
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

I
C
T
や
先
端
技
術
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
一
体
と
な
っ
て
国
の
取
組
を
早
急
に
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
教
師
の
在
り
方
や
果
た
す
べ
き
役
割
、
指
導
体

制
の
在
り
方
、
I
C
T
活
用
指
導
力
の
向
上
方
策
、
先
端

技
術
の
活
用
等
を
踏
ま
え
た
年
間
授
業
時
数
や
標
準
的
な

授
業
時
間
等
の
在
り
方
、
学
年
を
超
え
た
学
び
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
今
後
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
中
央
教
育
審
議
会
に

お
い
て
議
論
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
文
部
科
学

省
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
検
討
も
踏
ま
え
て
必
要
な
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い

今
回
の
補
正
予
算
に
よ
る
1
人
1
台
の
端
末
環
境
と
高

速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
体
的
な
整
備
に
よ

り
、
日
本
の
学
校
教
育
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
平
成
の

時
代
、
I
C
T
端
末
は「
学
校
に
あ
っ
た
ら
い
い
な
」と
い

う
も
の
で
し
た
が
、
令
和
の
時
代
に
は「
マ
ス
ト
ア
イ
テ
ム
」

で
あ
り
、「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」で
す
。
各
自
治
体
に
お
か
れ

て
は
、
こ
の
機
を
絶
対
に
逃
す
こ
と
な
く
、
学
校
・
教
育

委
員
会
だ
け
で
な
く
、
各
自
治
体
の
首
長
、
調
達
・
財
政
・

情
報
担
当
部
局
な
ど
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
子
供

た
ち
一
人
一
人
に
公
正
に
個
別
最
適
化
し
、
資
質
・
能
力

を
一
層
確
実
に
育
成
す
る
た
め
の
教
育
I
C
T
環
境
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
）

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/other/ind

ex_00001.htm

https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm
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令和2年度文部科学関係予算（案）の概要

令
和
2
年
度
文
部
科
学
関
係
予
算（
案
）

令
和
2
年
度
文
部
科
学
関
係
予
算（
案
）に
つ
い
て
は
、

教
育
再
生
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
芸
術
の
振
興
に
よ
り
、「
人
づ
く
り
革
命
」を
断
行
し
、

「
生
産
性
革
命
」を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
と
し
て
、
総
額

5
兆
3
，0
6
0
億
円
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

（
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
関
係
）に
つ
い
て
別
途
１
，

０
９
２
億
円
を
計
上
す
る「
臨
時
・
特
別
の
措
置
」ほ
か
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
や
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新

制
度
等
に
必
要
な
予
算
を
別
途
確
保
す
る
な
ど
文
部
科
学

行
政
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
予
算
を
確
保
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
関
係
予
算
に
つ
い
て

我
が
国
が
持
続
的
に
成
長
・
発
展
す
る
に
は
、
一
人
一

人
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
引
き
出
し
、
多
様
な
個
性

を
伸
ば
す
教
育
が
不
可
欠
で
す
。
令
和
2
年
度
文
教
関
係

予
算（
案
）（
い
わ
ゆ
る
教
育
分
野
）に
つ
い
て
は
、
対
前
年

度
30
億
円
増
の
4
兆
3
0
3
億
円
の
予
算
を
確
保
し
ま
し

た
。

教
育
政
策
推
進
の
た
め
の
基
盤
の
整
備

新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
と
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
の
た
め
の
指
導
運
営
体
制
の
構
築

教
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
英
語
教
育
を
行
う
小
学
校

専
科
指
導
教
員
の
充
実
の
た
め
に
1
，0
0
0
人
の
改
善
を

行
う
ほ
か
、
専
門
性
の
高
い
専
科
指
導
に
取
り
組
む
学
校

へ
の
支
援
、
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
や
支
援
体
制
の

強
化
な
ど
、
3
，7
2
6
人
の
定
数
改
善
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充（
4
，

6
0
0
人（
対
前
年
度
1
，0
0
0
人
増
））や
中
学
校
に

お
け
る
部
活
動
指
導
員
の
配
置
拡
充（
1 0
，2
0
0
人

（
対
前
年
度
1
，2
0
0
人
増
））な
ど
を
図
り
、
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
在
校
等
時
間
の
客
観

的
把
握
を
要
件
と
す
る
な
ど
、
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑

な
実
施
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
両
立
を
図
り
ま

す
。

学
校
安
全
の
更
な
る
強
化

集
団
登
校
中
の
児
童
生
徒
が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通
事

故
・
事
件
の
発
生
な
ど
を
受
け
て
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー
の
大
幅
な
増
員（
4
，0
0
0
人（
対
前
年
度
2
，

3
0
0
人
増
））に
よ
り
、
登
下
校
中
の
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
等
の
先
進
事
例
を
参
考
と
し
た
学
校
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
が
連
携
し
た
学
校
安
全
推
進
体
制
の

構
築
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
安
全
の
取
組
を
更

に
強
化
し
ま
す
。

昨年12月20日、令和２年度予算（案）が閣議決定されました。
本稿では、文部科学省が所管する教育・スポーツ・文化芸術・科学技術における令和２年度予算（案）の概

要について御説明します。
（詳細の内容については、HPに掲載しておりますのでそちらを御参照ください。）
http://www.mext.go.jp/a_menu/yosan/r01/1420672.htm

文部科学省大臣官房会計課総括予算班

http://www.mext.go.jp/a_menu/yosan/h31/1408722.htm


11文部科学広報　No.243　2020年2月号

新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
の
活
用
推
進

学
校
に
お
け
る
高
速
大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
と
、

義
務
教
育
段
階
に
お
け
る
一
人
一
台
の
端
末
の
令
和
5
年

度
ま
で
の
整
備
を
目
指
す「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」を

実
現
す
る
た
め
、
先
端
技
術
や
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
活

用
に
関
す
る
実
証
、
多
様
な
通
信
環
境
の
在
り
方
に
関
す

る
実
証
を
行
う
ほ
か
、「
I
C
T
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

の
配
置
を
図
り
ま
す
。

国
立
大
学
改
革
の
推
進

国
立
大
学
改
革
に
つ
い
て
は
、Society 5.0

に
向
け
た

人
材
育
成
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
中
核
と
し
て
の
国

立
大
学
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
教
育
研
究
の
基
盤
で
あ

る
運
営
費
交
付
金
等
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
取
組
・
成

果
に
応
じ
た
手
厚
い
支
援
と
厳
格
な
評
価
を
徹
底
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
教
育
」「
研
究
」「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」改
革
を
加
速

化
し
ま
す
。
ま
た
、
国
立
大
学
経
営
改
革
促
進
事
業
と
し

て
、
各
大
学
の
経
営
改
革
構
想
の
実
現
の
加
速
化
を
支
援

し
ま
す
。

国
立
高
等
専
門
学
校
の
高
度
化
・
国
際
化

国
立
高
等
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、
社
会
変
革
に
対
応

で
き
る
人
材
や
地
域
に
求
め
ら
れ
る
人
材
を
教
育
す
る
た

め
の
取
組
を
重
点
的
に
支
援
す
る
ほ
か
、
令
和
元
年
度
補

正
予
算
と
合
わ
せ
施
設
・
設
備
の
集
中
的
な
改
善
・
更
新
を

行
い
高
等
専
門
学
校
の
高
度
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
日

本
型
高
等
専
門
学
校
教
育
制
度（
K
O
S
E
N
）の
海
外

展
開
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
教
育
モ
デ
ル
を

確
立
し
、
国
際
的
な
質
保
証
を
図
り
ま
す
。

私
立
大
学
等
改
革
の
推
進
等

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
つ
い
て
、
客
観
的
指
標
を

活
用
し
た
メ
リ
ハ
リ
あ
る
配
分
に
よ
り
、
大
学
等
の
運
営
に

不
可
欠
な
教
育
研
究
に
係
る
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
各
大
学
の
役
割
や
特
色
・
強
み
の
明
確

化
に
向
け
た
改
革
に
全
学
的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
大
学

等
を
重
点
的
に
支
援
し
ま
す
。

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
よ
る
私
立
高
等
学
校
等
の
基
盤
的
経
費

へ
の
助
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
各
私
立
高
等
学
校
等

の
特
色
あ
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

学
校
施
設
整
備
の
推
進

児
童
生
徒
等
の
安
全
と
健
康
を
守
り
、
計
画
的
・
効
率

的
な
長
寿
命
化
を
図
る
整
備
を
中
心
と
し
た
教
育
研
究
環

境
の
改
善
等
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い

る
大
規
模
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
に
万
全

を
期
す
た
め
、
耐
震
化
や
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
な
ど

を
推
進
し
、
学
校
施
設
の
強き

ょ
う
じ
ん靱
化
を
図
り
ま
す
。

夢
と
志
を
持
ち
、
可
能
性
に
挑
戦
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
力
の
育
成

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推

進
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協

働
に
よ
る
多
様
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち

全
体
で
地
域
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
育
成
す
る
取
組

を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
小
学
校
就
学
前
の
子
供
を
対
象

と
し
た
多
様
な
集
団
活
動
等
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
関
す

る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成

P
I
S
A
2
0
1
8
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
学
校
に
お

け
る
読
解
力
等
の
学
力
向
上
に
資
す
る
よ
う
総
合
的
な
調

査
・
実
践
研
究
等
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
実
施
を

踏
ま
え
、
外
国
語
教
育
・
情
報
教
育
、
道
徳
教
育
の
推
進

を
図
る
ほ
か
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改

革
と
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
等
の
探
究
的
な
学
び
を
実

現
す
る
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
振
興
の
核
と
し

て
の
高
等
学
校
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

虐
待
、
い
じ
め
・
不
登
校
対
応
等
の
推
進

虐
待
、
い
じ
め
対
策
や
不
登
校
支
援
に
つ
い
て
は
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

従
来
の
配
置
に
加
え
て
、
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め
の

重
点
配
置
を
行
う
な
ど
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
構

築
や
、
学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
支
援
体
制
を
整
備
し
、

不
登
校
児
童
生
徒
等
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ

の
き
め
細
や
か
な
支
援
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
夜

間
中
学
の
設
置
促
進
を
図
り
ま
す
。

社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
け
ん
引
す
る
た
め
の

多
様
な
力
の
育
成

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確

保
・
充
実

在
外
教
育
施
設
へ
の
派
遣
教
師
数
を
拡
充（
1
，3
2
1

人（
対
前
年
度
22
人
増
））す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
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令和2年度文部科学関係予算（案）の概要

で
日
本
語
を
学
ぶ
優
秀
な
高
校
生
の
日
本
全
国
の
高
校
へ

の
招
へ
い
や
、
地
方
公
共
団
体
や
学
校
、
民
間
団
体
等
が

実
施
す
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、
高

校
生
の
国
際
交
流
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

Society 5.0
の
到
来
等
を
見
据
え
た
高
等
教
育
改
革
の

促
進あ

ら
ゆ
る
セ
ク
タ
ー
を
け
ん
引
す
る
卓
越
し
た
博
士
人

材
の
育
成
に
必
要
と
な
る
世
界
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究

力
を
結
集
し
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
を
促
進
す
る
ほ

か
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
の
推
進
の
た

め
の
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
策
定

や
、
分
野
融
合
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
等
大
学
の
優

れ
た
取
組
を
重
点
的
に
支
援
し
ま
す
。

生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等
社
会
人
の
学
び
直
し
の
総
合
的
な
充

実
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
抜
本
的
拡
充
を
図
る
た
め
、
大
学

等
に
お
け
る
高
度
技
術
人
材
や
地
方
創
生
人
材
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
専
門
学
校
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
実
務
家
教
員
の
育
成
、

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
向
け
た
学
び
直
し
や
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
支
援
、
社
会
人
の
学
び
の
情
報
ア
ク
セ
ス
の
改
善

等
を
通
じ
、
就
職
氷
河
期
世
代
を
含
む
社
会
人
を
対
象
と

し
た
大
学
・
専
修
学
校
等
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
生
涯
学
習
化
プ
ラ
ン

障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
や
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施

行
等
も
踏
ま
え
、
障
害
者
が
、
学
校
卒
業
後
も
含
め
た
そ

の
一
生
を
通
じ
て
、
自
ら
の
可
能
性
を
追
求
で
き
る
環
境

を
整
え
、
地
域
の
一
員
と
し
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
を
通
じ
て
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
芸
術
等
の
様
々
な
機
会
に
親
し
む
た
め
の
関
係
施
策
を

横
断
的
か
つ
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に
お

け
る
医
療
的
ケ
ア
の
た
め
の
看
護
師
配
置
に
係
る
支
援
を

拡
充（
2
，1
0
0
人（
対
前
年
度
3
0
0
人
増
））し
ま

す
。誰

も
が
社
会
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の

学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

教
育
費
の
負
担
軽
減

全
て
の
子
供
に
質
の
高
い
幼
児
教
育
を
保
障
す
る
た
め
、

来
年
度
か
ら
通
年
実
施
と
な
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
年
収
5
9
0
万
円
未
満
世
帯
に
対
す
る
私
立
高

等
学
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
の
実
現
を
は
じ
め
と
し
た

高
校
生
等
へ
の
修
学
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
低

所
得
世
帯（
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
）

で
あ
っ
て
も
大
学
等
に
お
い
て
修
学
で
き
る
よ
う
高
等
教
育

の
修
学
支
援
を
着
実
に
実
施
す
る
な
ど
、
各
教
育
段
階
の

負
担
軽
減
に
よ
り
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
図

り
ま
す
。

高
校
中
途
退
学
の
未
然
防
止
及
び
高
校
中
退
者
等
に
対
す

る
学
習
支
援
等
に
よ
る
切
れ
目
な
い
支
援

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
活
用
に
よ
り
高
校
中
途
退
学
の
未
然
防
止
を
図
る

ほ
か
、
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
お
い
て
不
利
な
立
場
に

あ
る
高
校
中
退
者
を
対
象
と
し
た
学
習
相
談
や
学
習
支
援

の
取
組
を
支
援
す
る
等
、
高
校
中
退
者
に
対
し
切
れ
目
な

い
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

日
本
語
教
育
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実

外
国
人
の
受
入
れ
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、
生
活
者
と

し
て
の
外
国
人
の
日
本
語
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

学
校
に
お
け
る
日
本
語
指
導
体
制
の
充
実
や
多
言
語
翻
訳

シ
ス
テ
ム
等
I
C
T
の
活
用
促
進
な
ど
、
日
本
語
教
育
が

必
要
な
児
童
生
徒
等
に
向
け
た
教
育
を
充
実
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
外
国
人
が
教
育
・
就
労
・
生
活
の
場
で
円
滑
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
係
予
算
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
立
国
の
実
現
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
た
め
の
予
算
と
し
て
、
対
前
年
度
11
億
円
増
の

3
5
1
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
競
技
団
体
が
行
う
日
常

的
・
継
続
的
な
強
化
活
動
へ
の
支
援
、
メ
ダ
ル
獲
得
に
向
け

た
多
方
面
か
ら
の
専
門
的
か
つ
高
度
な
支
援
、
ド
ー
ピ
ン

グ
防
止
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
2
0
2
0
年

東
京
大
会
以
降
も
見
据
え
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ガ
シ
ー
創
出
等

の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
参
画
人
口
の
拡
大
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
成
長
促
進
、
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を

活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
環
境
整
備
等
を
推
進
し
ま

す
。
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文
化
芸
術
関
係
予
算
に
つ
い
て

文
化
芸
術
立
国
の
実
現
に
向
け
て
、
対
前
年
度
0
・

1
億
円
増
の
1
，0
6
7
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

首
里
城
や
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
で
の
火
災
を
踏
ま
え
、

災
害
等
か
ら
文
化
財
を
護
る
た
め
の
防
災
対
策
や
文
化
財

の
確
実
な
継
承
に
向
け
た
保
存
・
活
用
の
促
進
、
舞
台
芸

術
な
ど
の
文
化
芸
術
の
創
造
活
動
や
、
文
化
芸
術
人
材
の

育
成
及
び
子
供
た
ち
の
文
化
芸
術
体
験
の
推
進
、
文
化
振

興
の
拠
点
と
し
て
の
博
物
館
活
動
へ
の
支
援
な
ど
文
化
発

信
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
・
充
実
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
際
観
光
旅
客
税
財
源
を
活
用
し
、「
日

本
博
」を
契
機
と
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
な
ど
、
文

化
資
源
の
磨
き
上
げ
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
の
環
境

整
備
を
行
い
ま
す
。

科
学
技
術
予
算
に
つ
い
て

第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
及
び
第
6
期
科
学
技
術

基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
議
論
を
踏
ま
え
、
我
が
国

の
研
究
力
向
上
に
向
け
て
研
究「
人
材
」「
資
金
」「
環
境
」

改
革
と
大
学
改
革
を
一
体
的
に
展
開
す
る「
研
究
力
向
上

2
0
1
9
」を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
未
来
の
大
き
な
社
会
変
革
や
生
産
性
革
命
に
対

応
し
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会（Society 5.0

）を
実
現
す
る
た

め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

と
と
も
に
国
家
戦
略
上
、
重
要
な
技
術
の
研
究
開
発
を
推

進
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
2
年
度
科
学
技
術
予
算（
案
）に
つ
い

て
は
、
対
前
年
度
11
億
円
増
の
9
，7
6
2
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

研
究「
人
材
」「
資
金
」「
環
境
」改
革
と
大
学
改
革

の
一
体
的
展
開
〜
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
の

着
実
な
推
進
〜

「
人
材
」：
研
究
人
材
強
化
体
制
の
構
築

研
究
人
材
の
好
循
環
を
作
り
出
し
、
研
究
者
を
よ
り
魅

力
あ
る
職
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
多
様
な
人
材
の
育
成
や
活
躍
促
進
を
図

る
た
め
の
取
組
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
育
成
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
研
究
と
出
産
・
育
児
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
の

両
立
や
女
性
研
究
者
の
研
究
力
向
上
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
一
体
的
に
推
進
す
る
大
学
等
を
支
援
し
ま
す
。

「
資
金
」：
多
様
で
挑
戦
的
か
つ
卓
越
し
た
研
究
へ
の
支
援

我
が
国
の
研
究
力
向
上
に
向
け
、
科
研
費
の
更
な
る
拡

充
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
対
前
年
度
比
2
億
円
増
と

な
る
2
，3
7
4
億
円
の
予
算
を
計
上
し
、
新
種
目
の
創

設
や
基
金
化
の
実
現
な
ど
に
よ
る
新
興
・
融
合
領
域
の
開

拓
強
化
や
若
手
研
究
者
を
重
点
的
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
若
手
を
中
心
と
し
た
多
様
な
研
究
者
が
自
由
で

挑
戦
的
・
融
合
的
な
研
究
を
進
め
る
た
め
の
資
金
と
研
究

に
専
念
で
き
る
研
究
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
で
、「
創
発
的

研
究
」の
場
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
経
済
・
社
会
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
出
口
を

明
確
に
見
据
え
、
挑
戦
的
な
目
標
を
設
定
し
た
ハ
イ
リ
ス

ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
と
し
て
、
未
来
社
会
創

造
事
業
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
環
境
」：「
ラ
ボ
改
革
」に
よ
る
研
究
効
率
の
最
大
化
・
研

究
時
間
の
確
保

設
備
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
研
究
機
器
の
組
織
的
な
共

用
体
制
を
確
立（
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
化
）し
、
全
て
の
研

究
者
が
研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
分
野
に
お
い
て
は
、
革
新
的
材

料
開
発
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム（
M–

c
u
b
e
）等
の
取
組
を

推
進
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
貢
献
し
ま
す
。

S
ociety 5.0

を
実
現
し
未
来
を
切
り
拓ひ
ら

く

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
と
そ
れ
を
支
え
る
基
盤
の
強
化

共
創
の
場
構
築
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

と
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
の
創
業
を
支
援

「
組
織
」対「
組
織
」の
本
格
的
産
学
官
連
携
を
通
じ
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
に
よ
り
、
企
業
だ
け
で

は
実
現
で
き
な
い
飛
躍
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
実

現
し
、
大
学
等
の
研
究
シ
ー
ズ
を
基
に
地
域
内
外
の
人
材
・

技
術
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
地
域
か
ら
世
界
で
戦
え
る
新

産
業
の
創
出
に
資
す
る
取
組
を
推
進
す
る
ほ
か
、
民
間
の

事
業
化
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
大
学
等
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出

の
取
組
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
研
究
領
域
に

挑
戦
す
る
優
秀
な
若
手
研
究
者
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（
起

業
家
）の
育
成
・
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

国
家
戦
略
の
議
論
を
踏
ま
え
A
I
・
I
o
T
、
量
子
技
術
、

ナ
ノ
テ
ク
等
の
重
点
分
野
の
研
究
開
発
を
戦
略
的
に
推
進



14 文部科学広報　No.243　2020年2月号

令和2年度文部科学関係予算（案）の概要

未
来
社
会
実
現
の
鍵
と
な
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
活
用
し

た
革
新
的
な
人
工
知
能
の
研
究
開
発
を
推
進
し
、
経
済
・

社
会
的
な
重
要
課
題
に
対
し
光
・
量
子
技
術
を
駆
使
し
て

非
連
続
的
な
解
決
を
目
指
す
光
・
量
子
飛
躍
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Q–

L
E
A
P
）を
は
じ
め
と
し
た
光
・
量

子
技
術
分
野
等
の
先
端
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究
設

備
と
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、
産
学
官
連
携
や
異
分

野
融
合
、
人
材
育
成
等
を
推
進
し
ま
す
。

世
界
最
高
水
準
の
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・
利
活
用
を
促

進
我
が
国
に
お
け
る
世
界
最
高
水
準
の
大
型
研
究
施
設
や

学
術
研
究
基
盤
等
の
整
備
・
利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

特
に
、
令
和
3
年
度
の
運
用
開
始
を
目
標
と
し
た
世
界

最
高
水
準
の
汎
用
性
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
富

岳
」の
製
造
・
シ
ス
テ
ム
開
発
と
し
て
、
60
億
円
の
予
算
を

計
上
し
、
本
格
的
な
製
造
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
研
究
力
強
化
と
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
次
世

代
放
射
光
施
設
の
整
備
と
し
て
、
17
億
円
の
予
算
を
計
上

し
、
官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
役
割
分
担
に
よ

り
整
備
を
進
め
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
我
が
国
が
世
界
に
誇
る
最
先
端
の
大
型
研

究
施
設
の
整
備
・
共
用
を
促
進
し
ま
す
。

国
家
的
・
社
会
的
重
要
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る

研
究
開
発
の
推
進

健
康
・
医
療
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
に
お
い
て
、
i
P
S
細
胞
等

に
よ
る
世
界
最
先
端
医
療
の
実
現
や
、
精
神
・
神
経
疾
患

の
克
服
に
向
け
た
脳
科
学
研
究
、
が
ん
や
感
染
症
等
の
疾

患
対
策
に
向
け
た
取
組
な
ど
の
健
康
・
医
療
分
野
の
基
礎

的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
理
化
学
研
究
所
や
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機

構
等
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
、

健
康
・
医
療
を
支
え
る
基
礎
・
基
盤
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

防
災
・
減
災
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源
域
の
う
ち
、
観
測
網
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
海
域（
高
知
県
沖
〜
日
向
灘
）に
新
た

な
海
底
地
震
・
津
波
観
測
網
の
構
築
を
進
め
る
予
算
と
し

て
59
億
円
を
臨
時
・
特
別
の
措
置
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
備
・
解
析
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
総
合
防
災
力
向
上
の
た
め
の
研
究
、
地

震
、
津
波
、
火
山
、
豪
雨
災
害
等
に
関
す
る
研
究
開
発
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
自
然
災
害
に
対
し
て
強
靭
か
つ
安
全
・

安
心
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
で
経
済
的
な
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
実
現
に

向
け
た
研
究
開
発
の
推
進

温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
な
排
出
削
減
と
経
済
成
長
の

両
立
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
等
に
貢
献
す
る
た
め
、
環
境

問
題
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
根
本
的
解
決
が
期
待
で
き
る

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
を
目
指
す
I
T
E
R（
イ
ー

タ
ー
）計
画
、
B
A
活
動
等
の
実
施
、
大
幅
な
省
エ
ネ
を

実
現
す
る
次
世
代
半
導
体
や
、
大
容
量
・
低
コ
ス
ト
化
を

実
現
す
る
新
し
い
蓄
電
池
等
の
革
新
的
低
炭
素
化
技
術
の

研
究
開
発
、
気
候
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
高
精
度
予

測
情
報
の
創
出
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

国
家
戦
略
上
重
要
な
技
術
の
研
究
開
発
の
推
進

宇
宙
・
航
空
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

宇
宙
・
航
空
分
野
の
予
算
は
、
対
前
年
度
比
15
億
円
増

の
1
，5
7
5
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

令
和
2
年
度
の
初
号
機
打
ち
上
げ
に
向
け
て
開
発
を
進
め

て
い
る
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
や
、
次
世
代
人
工
衛
星
等
に
よ
る

安
全
保
障
・
防
災
、
産
業
振
興
等
に
つ
な
が
る
研
究
開
発

の
積
極
的
な
推
進
に
加
え
、
月
周
回
有
人
拠
点「
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
」を
含
む
国
際
宇
宙
探
査
へ
の
参
画
等
の
科
学
技
術

の
振
興
に
貢
献
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
、
さ
ら
に
、
安

全
性
・
環
境
適
合
性
・
経
済
性
と
い
っ
た
重
要
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
次
世
代
航
空
科
学
技
術
の
研
究
開
発
等
を
推
進

し
ま
す
。

海
洋
・
極
域
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

海
洋
科
学
技
術
は
、
地
球
環
境
問
題
を
始
め
、
災
害
へ

の
対
応
を
含
め
た
安
全
・
安
心
の
確
保
や
資
源
開
発
と
い
っ

た
我
が
国
が
直
面
す
る
課
題
と
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
球
環
境
の
状
況
把
握
と
変
動
予
測
の
た

め
の
研
究
開
発
等
を
行
う
海
洋
研
究
開
発
機
構
の
運
営
に

必
要
な
経
費
や
北
極
域
研
究
の
戦
略
的
推
進
の
た
め
の
予

算
等
を
計
上
し
て
お
り
、
関
係
省
庁
や
研
究
機
関
、
産
業

界
と
連
携
し
、
調
査
観
測
及
び
研
究
開
発
を
推
進
し
ま

す
。

原
子
力
分
野
の
研
究
開
発
・
安
全
確
保
対
策
等
の
推
進

原
子
力
が
抱
え
る
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
原
子

力
の
再
生
を
図
る
た
め
、
J
R
R–

3
の
運
転
再
開
や
高
温

ガ
ス
炉
に
係
る
国
際
協
力
を
含
め
た
原
子
力
基
盤
技
術
開
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発
や
共
用
促
進
等
の
取
組
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
東
京
電
力（
株
）福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

安
全
な
廃
止
措
置
等
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
国
内
外
の

英
知
を
結
集
し
、
廃
炉
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
一
層
踏
ま
え
た

研
究
開
発
及
び
人
材
育
成
の
推
進
に
加
え
、
原
子
力
の
安

全
研
究
、
高
速
炉
や
加
速
器
を
用
い
た
放
射
性
廃
棄
物
の

減
容
化
・
有
害
度
低
減
の
た
め
の
研
究
開
発
等
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、
原
子
力
施
設
の
安
全
確
保
対
策
を
行

い
ま
す
。

最
後
に

こ
れ
ら
の
予
算（
案
）に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
1
月
か

ら
始
ま
る
通
常
国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

国
会
の
承
認
を
経
て
、
正
式
に
令
和
2
年
度
予
算
と
な
り

ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、「
人
生
1
0
0
年
時
代
」や

「Society 5.0

」の
到
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
日
本
を
誰
に

で
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
ふ
れ
る
国
へ
と
変
え
て
い
く
た
め
、
引

き
続
き
、
教
育
再
生
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
の
振
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

「人生100年時代」や「Society 5.0」の到来を見据えながら、日本
を誰にでもチャンスがあふれる国へと変えていくため、教育再生、科
学技術イノベーション、スポーツ・文化芸術の振興により、「人づくり
革命」を断行し、「生産性革命」を実現する。

文教関係予算（案）のポイント　4兆303億円（30億円増）
教育政策推進のための基盤の整備
◆  新学習指導要領の円滑な実施と学校における働き方改革のための指導

運営体制を構築し、「チームとしての学校」を実現
 ◦ 義務教育費国庫負担金 1兆5,221億円（ 21億円増）
 ◦ 専門スタッフ・外部人材の拡充 146億円（ 11億円増）

◆  スクールガードリーダーの大幅増員により地域ぐるみの学校安全体制の
整備を進めるなど、警察・地域とも連携しながら学校安全体制を強化

 ◦ 国公私立学校における見守り活動等の強化 7億円（ 6億円増）
 ◦ 学校安全推進事業 2億円（ 0.1億円増）

◆  「GIGAスクール構想」の実現に向け、先端技術の効果的な活用や多様
な通信環境の整備に関する実証、I CT環境整備に向けた自治体への支
援を実施

 ◦ 新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業 5億円（ 2億円増）
 【令和元年度補正予算額案： 2,318億円】

◆  大学等の基盤的経費を充実しつつ、評価や客観的指標に基づくメリハ
リある配分により改革の推進を図るとともに、高専の高度化・国際化を
推進

 ◦ 国立大学改革の推進等 1兆1,117億円（ 102億円増）
 【令和元年度補正予算額案： 45億円】
 【令和2年度臨時･特別の措置： 28億円】

 ◦ 国立高等専門学校の高度化・国際化  627億円（ 2億円増）
 【令和元年度補正予算額案： 40億円】

 ◦ 国立大学・高専等施設整備  361億円（ 14億円増）
 【令和元年度補正予算額案： 320億円】
 【令和2年度臨時･特別の措置： 430億円】

 ◦ 私立大学等の改革の推進等  （新制度授業料等
減免分を除く） 4,106億円（ △184億円）

 【令和元年度補正予算額案： 50億円】
 【令和2年度臨時･特別の措置： 43億円】

前年度
予算額

令和2年度
予算額（案）

比較増
△減額

文 部 科 学 予 算
 ※１  ※2 ※3

 5兆3,062億円  5兆3,060億円  △2億円
※１ 幼児教育・保育の無償化に伴う予算組替後の数字
※２ 「臨時・特別の措置」（防災・減災、国土強靱化関係）については別途1,092億円を計上
 幼児教育・保育の無償化、高等教育の修学支援新制度については別途内閣府予算に計上
※３ 子ども・子育て支援新制度移行分を含めると、5兆3,072億円（対前年度10億円増）

◆  計画的・効率的な長寿命化を図る整備を中心とした公立学校施設の整
備を進めるとともに、待機児童対策としての認定こども園施設の整備
を推進

 ◦ 公立学校施設整備 695億円（ 28億円増）
 【令和元年度補正予算額案： 606億円】
 【令和2年度臨時･特別の措置： 470億円】

 ◦ 認定こども園施設整備 25億円（ 2億円増）
 【令和元年度補正予算額案： 150億円】
 【令和2年度臨時･特別の措置： 5億円】

夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力の育成
◆  学校・家庭・地域の連携を推進することにより、学校における働き方改

革や、地域での学習支援、豊かな心を育成するための子供の体験活動
を充実

 ◦ 学校を核とした地域力強化プラン 74億円（ 10億円増）
 ◦ 地域における小学校就学前の子供を対象とした多様な集団

活動等への支援の在り方に関する調査事業
2億円（ 新　規 ）

◆  高等学校教育改革の推進や、P I SA2018の結果等を踏まえた学力向上
に向けた取組の充実、道徳教育の充実など、新しい時代に求められる
資質・能力を育成するための支援を充実

 ◦ 高校と地域社会や高等教育機関との協働による教育の推進
4億円（ 0.4億円増）

 ◦ 読解力等の学力向上のための取組の推進 6億円（ 1億円増）
 ◦ 道徳教育の抜本的改善・充実 42億円（ 0.3億円増）

◆  教育相談体制等の充実による虐待、いじめ・不登校対応等を推進
 ◦ スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置充実

67億円（ 2億円増）
 ◦ SNS等を活用した相談体制の構築 2億円（ 前年同 ）
 ◦ 不登校児童生徒に対する支援推進事業 2億円（ 新　規 ）
 ◦ 夜間中学の設置促進・充実 1億円（ 0.3億円増）

令和2年度　文部科学関係予算（案）のポイント
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令和2年度文部科学関係予算（案）の概要

社会の持続的な発展をけん引するための多様な力の育成
◆  在外教育施設への派遣教師拡充など、グローバル社会における児童生

徒の教育機会を確保・充実
 ◦ 在外教育施設の教育機能の強化 177億円（ 1億円増 ）
 ◦ アジア高校生架け橋プロジェクト 5億円（ 0.5億円増 ）

◆  Society 5.0や知識集約型社会等の到来を見据えて高等教育改革を促進
 ◦ 卓越大学院プログラム 77億円（ 3億円増 ）
 ◦ 数理・データサイエンス・AI教育の全国展開 10億円（ 1億円増 ）
 ◦ 知識集約型社会を支える人材育成支援事業 4億円（ 新　規 ）

生涯学び、活躍できる環境の整備
◆  人生100年時代等を見据え、誰もがいくつになっても新たなチャレンジが

できる社会を目指して、リカレント教育等社会人が学び直す機会を拡充
 ◦ 専修学校リカレント教育総合推進プロジェクト 4億円（ 1億円増 ）
 ◦ 女性の学びとキャリア形成の一体的支援 0.3億円（ 新　規 ）

◆  就学前から卒業後まで、特別支援教育の生涯学習化を推進
 ◦ 学校卒業後における障害者の学びの支援 1億円（ 0.1億円増 ）
 ◦ 切れ目ない支援体制構築に向けた特別支援教育の充実 25億円（ 0.5億円増 ）

誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットの構築
◆  幼児教育・保育無償化の着実な実施、私立高等学校授業料の実質無償

化の実現、高等教育の修学支援新制度の創設など、各教育段階の負担
軽減により学びのセーフティネットを構築

 ◦ 幼児教育・保育の無償化の着実な実施 3,410億円の内数
 ◦ 私立高等学校授業料の実質無償化 4,248億円（ 539億円増 ）
 ◦ 高等教育の修学支援の着実な実施 5,823億円（4,793億円増 ）

◆  高校中途退学の未然防止を図るとともに、高校中退者等に対する学習
支援等の実施による、切れ目ない支援を実施

 ◦ スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの活用 67億円（ 2億円増 ）
 ◦ 高校等で学び直す者に対する修学支援 3億円（ 1億円増 ）
 ◦ 高校中退者等に対する学習相談・学習支援の促進 1億円（ 0.5億円増 ）

◆  外国人の受入れ拡大に対応し、共生社会の実現を図るため、日本語教
育・外国人児童生徒等への教育を充実

 ◦ 生活者としての外国人に対する日本語教育の推進 10億円（ 2億円増 ）
 ◦ 外国人児童生徒等への教育の充実 8億円（ 3億円増 ）

科学技術予算（案）のポイント 9,762億円（11億円増）
 ※エネルギー対策特別会計への繰入額1,086億円（△2億円）を含む
 ※「臨時・特別の措置」 59億円を別途計上　【令和元年度補正予算額案：1,265億円】

研究「人材」「資金」「環境」改革と大学改革の一体的展開
～研究力向上改革2019の着実な推進～
◆  「人材」：研究人材強化体制の構築 ―研究者をより魅力ある職に―
 ◦ 特別研究員事業 156億円（ 0.1億円増 ）
 ◦ 世界で活躍できる研究者戦略育成事業 3億円（ 0.7億円増 ）
 ◦ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ 10億円（ 0.1億円増 ）

◆  「資金」：多様で挑戦的かつ卓越した研究への支援
 ◦ 科学研究費助成事業（科研費） 2,374億円（ 2億円増 ）
 ◦「創発的研究」の場の形成 0.6億円（ 新　規 ）

 【令和元年度補正予算額案：550億円】
 ◦ 未来社会創造事業 77億円（ 12億円増 ）

◆  「環境」：「ラボ改革」による研究効率の最大化・研究時間の確保
 ◦ 先端研究基盤共用促進事業 12億円（ △1億円 ）
 ◦ 革新的材料開発力強化プログラム（M-cube） 20億円（ 0.4億円増 ）

 【令和元年度補正予算額案：14億円】

Society 5.0を実現し未来を切り拓くイノベーション創出と
それを支える基盤の強化
◆  共創の場の構築によるオープンイノベーションを推進するとともに、大

学発のベンチャー等の創業を支援
 ◦ 共創の場形成支援 138億円（ 12億円増 ）
 ◦ 大学発新産業創出プログラム（START） 19億円（ 2億円増 ）
 ◦ 次世代アントレプレナー育成事業（EDGE-NEXT） 4億円（ 0.6億円増 ）

◆  AI戦略、量子技術イノベーション戦略等の国家戦略の議論などを踏ま
えたAI・IoT、量子技術、ナノテク等の重点分野の研究開発を戦略的に
推進

 ◦ 理研・革新知能統合研究センター（AIPセンター） 32億円（ 2億円増 ）
 ◦ 光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP） 32億円（ 10億円増 ）
 ◦ ナノテクノロジープラットフォーム 16億円（ △0.2億円 ）

◆  世界最高水準の大型研究施設の整備・利活用を促進
 ◦ スーパーコンピュータ「富岳」の製造・システム開発 60億円（ 3億円増 ）

 【令和元年度補正予算額案：144億円】
 ◦ 官民地域パートナーシップによる次世代放射光施設の整備 17億円（ 4億円増 ）

 【令和元年度補正予算額案：38億円】
 ◦ 最先端大型研究施設の整備・共用 407億円（ 44億円増 ）

国家的・社会的重要課題の解決に貢献する研究開発の推進
◆  iPS細胞等による世界最先端医療の実現などの健康・医療分野の研究

開発を推進
 ◦ 再生医療実現拠点ネットワークプログラム 91億円（ 前年同 ）
 ◦ 創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業 37億円（ 8億円増 ）
 ◦ 東北メディカル・メガバンク計画 20億円（ 5億円増 ）

◆  防災・減災分野の研究開発を推進
 ◦ 南海トラフにおける新たな地震・津波観測網の構築 59億円【 臨時･特別の措置 】
 ◦ 基礎的・基盤的な防災科学技術の研究開発 76億円（ 前年同 ）

 【令和元年度補正予算額案：10億円】

◆  クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現に向けた研究開発を推進
 ◦ ITER計画、BA活動等の核融合研究開発の実施 213億円（ △5億円 ）
 【令和元年度補正予算額案：24億円】
 ◦ 省エネルギー社会の実現に資する次世代半導体研究開発 15億円（ △0.8億円 ）

国家戦略上重要な技術の研究開発の実施
◆  H3ロケット・宇宙科学等の宇宙・航空分野の研究開発を推進
 ◦ H3ロケットや次世代人工衛星等の安全保障・ 727億円（ 46億円増 ）

防災（安全・安心）/産業振興への貢献 【令和元年度補正予算額案：172億円】

 ◦ 国際宇宙探査（ゲートウェイ構想等）に 70億円（ 12億円増 ）
向けた研究開発等 【令和元年度補正予算額案：50億円】

 ◦ 次世代航空科学技術の研究開発 36億円（ △1億円 ）

◆  海洋・極域分野の研究開発を推進
 ◦ 地球環境の状況把握と変動予測のための研究開発 30億円（ △1億円 ）

 【令和元年度補正予算額案：10億円】
 ◦ 北極域研究の戦略的推進 14億円（ 3億円増 ）

◆  原子力分野の研究開発・安全確保対策等を推進
 ◦ 原子力の基礎基盤研究とそれを支える人材育成 51億円（ 4億円増 ）

 【令和元年度補正予算額案：40億円】

 ◦「東京電力(株)福島第一原子力発電所の廃止措置等
研究開発の加速プラン」の実現 42億円（ △2億円 ）

 ◦ 高速増殖炉「もんじゅ」の廃止措置に係る取組 179億円（ 前年同 ）

これら科学技術イノベーションの推
進により、国連持続可能な開発目標
の達成にも貢献（STI for SDGs）

スポーツ関係予算（案）のポイント 351億円（11億円増）
 【令和元年度補正予算額案：36億円】
◆  各競技団体が実施する強化活動の支援や、大会中の選手のサポート拠

点を設置するとともに、アンチ・ドーピング体制を整備・強化するなど、
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会等へ対応

 ◦ 競技力向上事業 101億円（ 0.1億円増 ）
 ◦ ハイパフォーマンス・サポート事業 22億円（ 9億円増 ）
 ◦ アンチ・ド―ピング体制の整備・強化 3億円（ 前年同 ）

◆  2020年東京大会以降も見据えたスポーツ・レガシーの創出のため、ス
ポーツ参画人口の拡大、スポーツ産業の成長促進、武道・スポーツツー
リズムの推進、障害者スポーツのための基盤整備など、スポーツ施策を
総合的に推進

 ◦ スポーツ参画人口の拡大に向けたSport in Lifeの推進 3億円（ 新　規 ）
 ◦ スポーツ産業の成長促進事業 2億円（ 0.3億円増 ）
 ◦ スポーツ資源を活用したインバウンド拡大の環境整備 2億円（ 新　規 ）
 ◦ 障害者スポーツ推進プロジェクト 0.9億円（ 0.3億円増 ）

文化芸術関係予算（案）のポイント 1,067億円（0.1億円増）
※国際観光旅客税財源を充当する事業を別途計上（98億円）　【令和元年度補正予算額案：77億円】
◆  文化財を確実に次世代へ継承するため、防火等の防災対策を推進する

とともに、適切な周期による修理・整備、文化財を支える技の伝承基盤
強化、日本遺産など観光資源としての魅力向上に資する取組を実施

 ◦ 災害等から文化財を護るための防災対策促進プラン 39億円（ 10億円増 ）
 ◦ 適切な修理周期等による文化財の継承の推進 212億円（ 2億円増 ）

◆  文化芸術立国の実現に向けて、文化プログラムを通じた2020年東京大
会以降のレガシー創出に取り組むとともに、文化芸術創造活動への効果
的な支援、新たな時代に対応した文化芸術人材の育成を推進

 ◦ 文化芸術創造活動への効果的な支援 62億円（ 1億円増 ）
 ◦ 文化芸術による創造性豊かな子供の育成 67億円（ 1億円増 ）

◆  我が国の顔となる国立文化施設の整備・充実や、博物館等の機能強化に
資する取組を支援し、文化発信の国内基盤の強化及び国民の鑑賞機会の
充実を推進

 ◦ 博物館文化拠点機能強化プラン 20億円（ 新　規 ）
 ◦ 国立文化施設の機能強化 295億円（ 4億円増 ）
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去
る
12
月
22
日
に
文
部
科
学
省
・
筑
波
大
学
主
催
に
よ

る「
2
0
1
9
年
度
全
国
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
、
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル（
以
下
、
S
G
H
）の
高
校
生
が
参
加
し
た
2
0
1
7

年
度
、
2
0
1
8
年
度
全
国
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、

2
0
1
9
年
度
は
、
新
た
に
W
W
L（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ

ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
支
援
事
業（
以
下
、

W
W
L
）及
び
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改

革
推
進
事
業（
グ
ロ
ー
カ
ル
型
）（
以
下
、
グ
ロ
ー
カ
ル
型
）

の
高
校
生
も
加
わ
り
3
回
目
の
開
催
と
な
り
、
全
国
規
模

で
開
催
さ
れ
る
日
本
で
最
大
規
模
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
令
和
元
年
度
時
点
の
S
G
H
指

定
校
67
校
、
S
G
H
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
7
校
、
W
W
L
事
業

拠
点
校
や
連
携
校
25
校（
タ
イ
や
台
湾
、
海
外
か
ら
の
参

加
2
校
も
含
む
）、
グ
ロ
ー
カ
ル
型
指
定
校
18
校
、
グ
ロ
ー

カ
ル
型
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
1
校
の
計
1
1
8
校
の
代
表
生
徒

や
留
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
全
国
47
都
道
府
県
か
ら
約

1
2
0
0
名
に
も
の
ぼ
る
高
校
生
や
高
校
教
育
関
係
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
は
、
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
学
び
を
英
語
で
ポ
ス

タ
ー
に
よ
り
発
表
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
高
校
生
と
ア
ジ

ア
高
校
生
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
留
学
生
が
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
表
テ
ー
マ
に
関
す
る
S
D
G
s
の
17

目
標
に
関
し
て
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
機
会
を
通

じ
て
つ
な
が
り
、
今
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
き
っ
か
け

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
他
校
の
発
表
に
触
れ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
に
対

す
る
見
識
を
深
め
、
お
互
い
に
刺
激
を
受
け
る
場
と
な
り

ま
し
た
。
発
表
し
た
高
校
生
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
外

2
0
1
9
年
度
全
国
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

〜
踏
み
出
そ
う
、
世
界
へ
の
第
一
歩
〜

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
参
事
官（
高
等
学
校
担
当
）付
高
等
学
校
改
革
推
進
室

司会の高校生（立命館慶祥中学校・高等学校）

ポスターセッションの様子
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ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
優
秀
校
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
優
秀
校
発
表
で
は
、
審
査
委
員

に
よ
る
審
査
の
結
果
、
東
京
工
業
大
学
附
属
科
学
技
術
高

等
学
校（
S
G
H
）、
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
等
学

校（
W
W
L
）、
立
命
館
宇
治
高
等
学
校（
W
W
L
）、
大

阪
府
立
天
王
寺
高
等
学
校（
W
W
L
） 

の
4
校
が
優
秀
賞

に
選
ば
れ
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
4
分
間
の
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

は
何
か
な
ど
、
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

生
徒
交
流
会（
全
体
会
）

生
徒
交
流
会（
全
体
会
）で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
出
身（
日
本

国
籍
）の
長
崎
大
学
学
長
補
佐
の
山
下
龍
先
生
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
テ
ー
マ
別
分
科
会
に
参
加
し
た
生
徒
た

ち
約
4
0
0
名
が
分
科
会
で
学
び
合
っ
た
こ
と
を
全
体
で

共
有
し
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
臆
せ
ず
積
極
的
に
自
分
の

考
え
な
ど
を
英
語
で
発
言
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

国
語
の
指
導
主
事
や
英
語
の
教
員
等
に
審
査
に
協
力
い
た

だ
い
た
審
査
委
員
等
に
対
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
英

語
で
2
回
ず
つ
行
い
、
そ
の
発
表
に
つ
い
て
英
語
で
の
質
疑

応
答
も
含
む
内
容
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
交
流
会（
テ
ー
マ
別
分
科
会
）

テ
ー
マ
別
分
科
会
で
は
、
国
際
的
な
課
題
意
識
を
も
っ

た
生
徒
が
集
ま
り
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
表
テ
ー
マ

に
関
す
る
S
D
G
s
の
17
目
標
に
つ
い
て
、
四
つ
の
大
き

な
テ
ー
マ
：｢

格
差
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て｣
、｢

自
然
環

境
と
生
活｣

、｢

社
会
的
環
境
と
生
活｣

、｢
持
続
可
能
な
産

業
と
開
発｣

の
下
、
更
に
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
高
校
生
に
で
き
る
こ
と

テーマ別分科会の様子

全体会の様子

優秀校によるプレゼンテーションの様子
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閉
会
式
・
表
彰
式

最
後
に
閉
会
式
と
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
者

を
代
表
し
て
茂
呂
雄
二
筑
波
大
学
副
学
長
・
附
属
学
校
教

育
局
教
育
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、
文
部
科
学
大
臣

賞
を
は
じ
め
、
以
下
の
学
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

文
部
科
学
大
臣
賞（
1
校
）

・ 

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
等
学
校（
W
W
L
拠
点

校
）

　

 

テ
ー
マ「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
高
校
生
国

際
会
議　

多
国
籍
企
業
か
ら
学
ぶ
中
小
企
業
の
災
害
対

策
」

■ 

審
査
委
員
長
賞（
3
校
）

・
東
京
工
業
大
学
附
属
科
学
技
術
高
等
学
校（
S
G
H
）

・
立
命
館
宇
治
高
等
学
校（
W
W
L
拠
点
校
）

・
大
阪
府
立
天
王
寺
高
等
学
校（
W
W
L
連
携
校
）

■ 

審
査
委
員
長
特
別
賞（
3
校
）

・
清
教
学
園
高
等
学
校（
S
G
H
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
）

・ 

カ
セ
サ
ー
ト
大
学
附
属
高
等
学
校（
タ
イ
）（
W
W
L
連

携
校
）

・ 

臺
中
市
立
臺
中
第
一
高
級
中
等
學
校（
台
湾
）・
神
戸

市
立
葺
合
高
等
学
校
・
神
戸
市
立
科
学
技
術
高
等
学
校

（
W
W
L
事
業
拠
点
校
合
同
発
表
）

■ 

生
徒
投
票
賞（
4
校
）

・
東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校（
S
G
H
）

・
静
岡
県
立
三
島
北
高
等
学
校（
W
W
L
拠
点
校
）

・
立
命
館
高
等
学
校（
W
W
L
連
携
校
）

・
大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校（
W
W
L
連
携
校
）

表
彰
式
で
は
、
各
事
業
の
企
画
評
価
会
議
座
長
で
あ
る

二
宮
皓
・
広
島
大
学
名
誉
教
授（
S
G
H
）、
鎌
田
薫
・
前

早
稲
田
大
学
総
長（
W
W
L
）、
松
本
茂
・
立
教
大
学
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
長（
グ
ロ
ー
カ
ル
型
）か
ら
そ
れ
ぞ
れ「
審
査

委
員
長
賞
」と
し
て
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
高
校
生
へ
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

最
も
優
秀
な
学
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
渋
谷
教
育
学
園

渋
谷
中
学
高
等
学
校
に
対
し
て
、
佐
々
木
さ
や
か
文
部
科

学
大
臣
政
務
官
に
よ
り「
文
部
科
学
大
臣
賞
」の
賞
状
と

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
副
賞
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ン
ク
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
実
行
委
員
会
委

員
長
か
ら
今
年
の
8
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
会

の
ポ
ス
タ
ー
ア
ド
バ
ン
ス
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
権
等
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
佐
々
木
さ
や
か
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
よ
り
、

会
場
に
い
る
高
校
生
に
向
け
て
、「
持
続
可
能
な
世
界
を

創
っ
て
い
く
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
、
そ
の
答
え
は
ま
さ
に

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
行
動
に
か
か
っ
て
く
る
。
今
後
も
継

続
的
に
、
学
習
に
取
り
組
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
ズ
と

し
て
積
極
的
に
課
題
解
決
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
大
人

に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
す
る
。」と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
と
お
し
て
、
S
G
H
事
業
・
W
W
L

事
業
・
グ
ロ
ー
カ
ル
型
の
更
な
る
連
携
と
、
各
事
業
の
成
果

の
普
及
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

表彰式の様子1

表彰式の様子2

全国高校生フォーラムの様子はこちらでもご覧いただけます。
https://www.sghc.jp/movie/

https://www.sghc.jp/movie/
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（
2
）調
査
の
対
象
と
す
る
児
童
生
徒

○ 

小
学
校
、
義
務
教
育
学
校
前
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学

校
小
学
部
の
5
年
生
全
員

○ 

中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
後
期
課
程
、
中
等
教
育
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
中
学
部
の
2
年
生
の
全
員

（
3
）実
技
調
査

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
反
復
横
と
び
、

20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
中
学
生
は
持
久
走
で
も
可
）、
50
ｍ

走
、
立
ち
幅
と
び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ（
中
学
生
は
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
投
げ
）

2
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
等
の
状
況

令
和
元
年
度
の
小
学
校
5
年
生
及
び
中
学
校
2
年
生
に

お
け
る
体
力
合
計
点（
各
テ
ス
ト
項
目
に
係
る
得
点
を
合

計
し
た
点
数
の
平
均
値
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
、
平
成

20
年
度
の
調
査
開
始
以
降
に
お
け
る
推
移
を
み
る
と
、
小
・

中
学
生
の
男
女
と
も
に
体
力
合
計
点
は
低
下
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
と
も
に
、
女
子
よ
り
も
男
子
が
大
き
く
低
下

し
て
お
り
、
特
に
小
学
生
男
子
は
過
去
最
低
の
数
値
と
な

り
ま
し
た
。

本
調
査
は
平
成
20
年
度
よ
り
、
全
国
の
小
・
中
学
校（
小

学
校
5
年
生
、
中
学
校
2
年
生
）の
児
童
生
徒
を
対
象
に

実
施
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
は
小
学
生
約
1
0
5
万
人

（
全
体
の
96
・
5
％
）、
中
学
生
約
96
万
人（
全
体
の
90
・

3
％
）が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
調
査
結
果
を
見
る

と
、
小
・
中
学
生
男
女
と
も
に
体
力
合
計
点
が
昨
年
度
よ

り
低
下
し
て
お
り
、
特
に
小
学
生
男
子
は
調
査
開
始
以

来
、
過
去
最
低
の
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

1
調
査
の
概
要

（
1
）調
査
の
目
的

○ 

国
が
全
国
的
な
子
供
の
体
力
の
状
況
を
把
握
・
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
の
体
力
の
向
上
に
係
る
施
策
の

成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
。

○ 

各
教
育
委
員
会
が
自
ら
の
子
供
の
体
力
の
向
上
に
係
る

施
策
の
成
果
と
課
題
を
把
握
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、
子
供
の
体
力
の
向
上
に
関
す
る
継
続
的
な
検

証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。

○ 

各
学
校
が
各
児
童
生
徒
の
体
力
や
運
動
習
慣
、
生
活
習

慣
等
を
把
握
し
、
学
校
に
お
け
る
体
育･

健
康
に
関
す

る
指
導
な
ど
の
改
善
に
役
立
て
る
。

令
和
元
年
度 

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
の

結
果
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
庁
政
策
課
学
校
体
育
室

【
小
学
校
5
年
生
】

【
中
学
校
2
年
生
】
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3
児
童
生
徒
の
運
動
時
間
と
体
力
・
運
動
能
力

体
育
・
保
健
体
育
の
授
業
を
除
く
1
週
間
の
総
運
動
時

間
に
つ
い
て
、
中
学
校
2
年
生
で
は
、
運
動
を
す
る
生
徒

と
あ
ま
り
し
な
い
生
徒
に
二
極
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

女
子
の「
60
分
未
満
」の
割
合
は
19
・
7
％
に
な
り
ま
し
た
。

【
小
学
校
5
年
生
】

【
中
学
校
2
年
生
】

○ 

児
童
生
徒
の
運
動
時
間
別
に
、
体
力
合
計
点
を
比
較
し

て
み
る
と
、
運
動
時
間
が
4
2
0
分
以
上
の
児
童
生
徒

の
体
力
合
計
点
は
、
4
2
0
分
未
満
の
児
童
生
徒
の
体

力
合
計
点
に
比
べ
て
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

【
小
学
校
5
年
生
】

【
中
学
校
2
年
生
】
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4
児
童
生
徒
の
生
活
習
慣
と
体
力
・
運
動
能
力

○ 
児
童
生
徒
の
朝
食
摂
取
状
況
別
に
体
力
合
計
点
を
比
較

し
て
み
る
と
、「
毎
日
食
べ
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒

の
体
力
合
計
点
は
、「
毎
日
食
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

（
食
べ
な
い
日
も
あ
る
＋
食
べ
な
い
日
が
多
い
＋
食
べ
な

い
）」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
に
比
べ
て
高
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

【
小
学
校
5
年
生
】

【
中
学
校
2
年
生
】

○ 

児
童
生
徒
の
テ
レ
ビ
、
D
V
D
、
ゲ
ー
ム
機
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
る
映
像
の
視
聴
時
間
別
に
体

力
合
計
点
を
比
較
し
て
み
る
と
、
平
日
1
日
当
た
り
の

映
像
視
聴
時
間
が
3
時
間
以
上
の
児
童
生
徒
の
体
力
合

計
点
は
、
全
国
平
均
値
よ
り
も
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

【
小
学
校
5
年
生
】

【
中
学
校
2
年
生
】

5
ま
と
め

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
小
・
中
学
生
男
女
と
も
に
体

力
合
計
点
の
低
下
が
み
ら
れ
、
そ
の
主
な
背
景
と
し
て
運

動
時
間
の
減
少
や
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
機
等
と
い
っ
た
映
像
の

視
聴
時
間
の
長
時
間
化
な
ど
、
運
動
習
慣
や
生
活
習
慣
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

各
教
育
委
員
会
・
学
校
に
お
い
て
は
調
査
結
果
を
十
分

に
活
用
し
て
、
児
童
生
徒
の
体
力
や
運
動
習
慣
等
を
把

握
・
分
析
し
、
子
供
の
体
力
の
向
上
に
係
る
施
策
の
成
果

と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
継
続
的
な
検
証
改

善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
も
、
子
供
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康

的
な
生
活
を
送
る
上
で
重
要
な
運
動
習
慣
の
形
成
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
参
考
】

令
和
元
年
度　

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等

調
査
報
告
書

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/sports/b_m
enu/

toukei/kodom
o/zencyo/1411922_00001.htm

l
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日
本
博

〜「
日
本
の
美
」、
再
発
見
！
　

縄
文
か
ら
現
代
ま
で
の
選
り
す
ぐ
り
を
全
国
各
地
か
ら
皆
様
へ
〜

文
化
庁
参
事
官（
芸
術
文
化
担
当
）付
　
新
文
化
芸
術
創
造
活
動
推
進
室

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
開
催
年
で
す
。
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
続
く「
日

本
の
美
」を
国
内
外
に
発
信
す
る
、「
日
本
博
」も
本
番
年

と
な
り
ま
す
。「
日
本
博
」と
は
何
か
、
そ
の
目
的
・
概
要

と
魅
力
を
御
紹
介
し
ま
す
。

日
本
博
と
は

「
日
本
博
」は
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
を
契
機
と
す
る
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
中
核
事
業
と
し
て
、
文
化
庁
及
び
日
本
博
事
務

局
を
担
う
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
を
中
心

に
、
関
係
府
省
庁
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団
体
等
と
連

携
し
つ
つ
、
各
地
域
が
誇
る
様
々
な
文
化
資
源
を
活
用
し
、

年
間
を
通
じ
体
系
的
に
展
開
す
る
大
型
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

総
合
テ
ー
マ
と
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

「
日
本
の
美
」は
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
1
万
年
以

上
も
の
間
、
大
自
然
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
生
き
と
し
生

け
る
も
の
全
て
に
命
が
宿
る
と
考
え
、
そ
れ
ら
を
畏い

敬け
い

す

る「
心
」を
表
現
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
は
、
景
観
や
風
土
を
大
切
に
し
、
縄
文
土
器
を
は

じ
め
、
仏
像
な
ど
の
彫
刻
、
浮
世
絵
や
屏び

ょ
う
ぶ風
な
ど
の
絵
画
、

漆
器
な
ど
の
工
芸
、
着
物
な
ど
の
染
織
、
能
や
歌
舞
伎
な

ど
の
伝
統
芸
能
、
文
芸
、
現
代
の
漫
画
・
ア
ニ
メ
な
ど
様
々

な
分
野
、
衣
食
住
を
は
じ
め
と
す
る
暮
ら
し
、
生
活
様
式

な
ど
に
お
い
て
、
人
間
が
自
然
に
対
し
て
共
鳴
・
共
感
す
る

「
心
」を
具
現
化
し
、
そ
の「
美
意
識
」を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。「

日
本
博
」で
は
、
総
合
テ
ー
マ「
日
本
人
と
自
然
」の

下
に
、「
美
術
・
文
化
財
」「
舞
台
芸
術
」「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
」

「
生
活
文
化
・
文
芸
・
音
楽
」「
食
文
化
・
自
然
」「
デ
ザ
イ
ン
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」「
共
生
社
会
・
多
文
化
共
生
」「
被
災
地
復

興
」な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま

で
続
く「
日
本
の
美
」を
国
内
外
へ
発
信
し
、
次
世
代
に
伝

え
る
こ
と
で
更
な
る
未
来
を
創
成
し
ま
す
。

こ
の
文
化
芸
術
の
祭
典
が
、
人
々
の
交
流
を
促
し
て
感

動
を
呼
び
起
こ
し
、
世
界
の
多
様
性
の
尊
重
、
普
遍
性
の

共
有
、
平
和
の
祈
り
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
希
求
し
ま
す
。
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開
催
ま
で
の
経
緯
と
実
施
の
目
的

こ
れ
ま
で
、「
日
本
博
」に
関
し
て
は『
日
本
の
美
』総
合

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
懇
談
会（
主
催
：
安
倍
総
理
、
座
長
：
〜
平

成
30
年
8
月
ま
で
故
・
津
川
雅
彦
氏　

平
成
31
年
4
月
〜
：

小
林
忠
氏
）に
お
い
て
、
日
本
人
の
美
意
識
・
価
値
観
を
国

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
発
展
及
び
国
際
親
善
と
世
界

の
平
和
に
寄
与
す
る
た
め
の
施
策
の
検
討
等
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

第
6
回
の
同
懇
談
会（
平
成
30
年
6
月
22
日
開
催
）に

お
い
て
、「
日
本
博（
仮
称
）を
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
契
機
と
し
て
日
本
の
全
国
各
地

で
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
総
理
か
ら
文
部
科
学
省
・
文

化
庁
に
対
し
て
準
備
を
進
め
る
よ
う
指
示
が
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
12
月
に
は
、
総
理
を
議
長
と
す
る
日
本
博
総
合

推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
、
テ
ー
マ
・
コ
ン
セ
プ
ト
、
開
催
の

検
討
状
況
・
実
施
体
制
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
関
係
府
省
庁
、
文
化
施
設
、
地
方
自
治

体
、
民
間
団
体
等
の
関
係
者
の
皆
様
と
連
携
・
協
力
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
被
災
地
を
は
じ
め
地
域
の
文
化
資

源
を
活
用
し
つ
つ
、
全
国
で
日
本
博
を
開
催
し
、
訪
日
外

国
人
の「
地
方
へ
の
誘
客
」を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。「

日
本
人
と
自
然
」の
統
一
テ
ー
マ
の
下
、
四
季
折
々
に

日
本
を
再
び
訪
れ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
各
地
域
が
誇
る
様
々
な
文
化
資
源
を
、

一
年
間
を
通
じ
て
体
系
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
確
立
し
、
オ
リ
パ
ラ
前
、
期
間
中
及

び
オ
リ
パ
ラ
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

「日本博」における横断的取組と期待される効果

現状・課題
◎ 個々の分野、施設ごとに、インバウンド、

情報発信などを対応しており、一元的・
継続的な情報発信が十分ではない。

◎ 好事例として蓄積されたノウハウが全国
に展開されていない。

国民自身が、自国文化の魅力や
素晴らしさを発見・再認識する
機会の拡充

世界中が注目し、来日外国人増が見込まれる好機を活かした積極的な受け入れ環境の整備

官民連携の下、オールジャパン
で国内外への戦略的プロモー
ションを推進

◎日本博の具体的な企画・実施
を通じた魅力の再発見・人材育
成へ
・ 日本の歴史、芸術、食、自然

環境等の魅力の再発見、価値
づけを行い国内外へ発信

◎子供・若者・障がい者・高齢
者が参加できる文化プログラ
ム・体験機会の拡充
・ 新たな技術・演出・手法も活

用した伝統文化から現代芸術
までの体験機会の拡充

・ 国民参加型のプロジェクト実
施　等

◎多様な広報媒体による「旅前・旅中・旅後」情報発信等によるインバウンド促進
・ 官民連携(自治体、旅行・ホテル・飲食等関係団体、交通関係団体との官民連携体制による来

訪者ニーズ把握、誘客のための多言語による情報発信やニーズに応じた相談・案内等の取組
促進

・ 実施期間中の社会的・経済的効果を個別に測定・分析・マーケティング等で活用　等
◎複数の文化拠点による企画連携を取り込んだ周遊ルートモデルの開発
◎外国人向けのインタラクティブな体験型コンテンツ開発、劇場ツアー開発

◎質の高い文化資源による戦略
的プロモーションのための仕組
みの構築
・ 全ての分野を一元的に扱った

情報、VR・AR、高精細画像・
映像の先端技術を活用したコ
ンテンツ制作・多言語化等に
よる海外プロモーション・パッ
ケージを提供

・観光庁、JNTO等との連携
◎官民連携による異業種連携
プロモーション促進
・ 文化との連携による商品開発

や、企業の先端技術開発・ア
ピール　等

方針
○ 戦略的プロモーション、一元的・継続的な

情報発信、訪日外国人向けコンテンツの
開発、文化体験ツアー造成など

○ 新しい手法・演出・技術を積極的に導入
した取組を推進し、蓄積されたノウハウを
全国に横展開

文化による
「国家ブランディング」を

強化

文化による「観光インバウンド」拡充、
訪日外国人の「地方への誘客」

の促進

「文化芸術立国」としての
基盤を強化

戦略的取組に
よる好循環を形成
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日
本
博
の
特
徴

「
日
本
博
」は
、
一
つ
の「
博
覧
会
」を
1
か
所
の
会
場

で
集
中
的
に
開
催
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
の

地
方
自
治
体
、
文
化
施
設
、
民
間
企
業
、
団
体
等
と
協
力

し
、
全
国
各
地
・
様
々
な
時
期
で
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
と
し
て
、

・ 

縄
文
か
ら
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
ま
で
幅
広
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と

・ 

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を
は
じ
め
と
す
る
、
訪
日
外
国
人

の
滞
在
型
の
芸
術
祭
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と

・ 

外
国
人
向
け
の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
用
意
し
て

い
る
こ
と

・ 

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国
に
お
け
る
取
組
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

日
本
博
2
0
2
0
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー

「
日
本
博
」本
番
年
で
あ
る
2
0
2
0
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
3
月
14
日
、
上
野
に
あ
る
東
京

国
立
博
物
館
本
館
前
庭
に
て
、
記
念
式
典
を
開
催
し
、
ア

イ
ヌ
古
式
舞
踊
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
刀
剣
乱
舞
』も
披
露
さ

れ
ま
す
。
式
典
後
、
第
2
部
記
念
公
演「
月つ

き

雪ゆ
き

花は
な

に
あ
そ

ぶ
―
日
本
の
音
と
声
と
舞
―
」で
は
、
歌
舞
伎
・
能
・
文
楽
・

雅
楽
・
琉
球
芸
能
・
合
唱
等
、
多
く
の
舞
台
芸
能
が
特
設

舞
台
に
集
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
ユ
リ
ノ
キ
の
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
と
一
体
に
な
っ
て
、
日
本
の
自
然
に
育
ま

れ
、
技
を
磨
い
て
き
た
芸
能
の
華
が
一
斉
に
咲
き
競
い
ま

す
。こ

の
舞
台
は
、
上
野
公
園
竹
の
台
広
場（
噴
水
公
園
）

に
お
い
て
同
時
開
催
さ
れ
る「
メ
デ
ィ
ア
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
ト
ウ

キ
ョ
ウ
2
0
2
0
」で
も
ラ
イ
ブ
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。「
日
本
の
美
」の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
酔
い
し

れ
る
、
一
夜
限
り
の
春
の
宴
で
す
。
お
気
軽
に
御
参
加
く

だ
さ
い
。

・ 

日
時
：
令
和
2
年
3
月
14
日（
土
）18
：
00
開
始

※ 

当
日
は
、
東
京
国
立
博
物
館
は
夜
間
21
時
ま
で
開
館

（
入
館
は
20
時
30
分
ま
で
）

・ 

会
場
：
東
京
国
立
博
物
館　

本
館
前
庭
、
上
野
恩
賜
公

園
大
噴
水
広
場

・ 

主
催
：
文
化
庁
、
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

「
日
本
博
広
報
大
使
」に
黒
柳
徹
子
さ
ん
が
就
任

「
日
本
博
」の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
、
事
業
へ
の
参
加
機

運
を
醸
成
す
る
為
、
令
和
2
年
1
月
15
日
、
黒
柳
徹
子
さ

ん
に「
日
本
博
広
報
大
使
」に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

黒
柳
さ
ん
は
、
任
命
式
で
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
御

自
身
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
留
学
さ
れ
て
い
た
と
き
に
着
物
を

着
て
い
た
こ
と
で
チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
に
会
う
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
さ
れ
、「
着
物
を
着

て
い
な
か
っ
た
ら
絶
対
に
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま

し
て
、
そ
の
と
き
、
着
物
の
威
力
を
感
じ
ま
し
た
ね
。」と

話
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
古
く
か
ら
の
文
化
に
つ
い
て

御
自
身
も
若
い
こ
ろ
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
歳
を
と
る
ご
と

に
な
ん
て
す
ば
ら
し
い
ん
だ
ろ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
い
、「
若
い
方
た
ち
に
早
く
気
づ
い
て
い
た
だ
き
、
日

本
の
昔
か
ら
の
文
化
を
認
め
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
萩
生
田
大
臣
は
、
多
方
面
で
御
活
躍
さ
れ
、
国

内
外
問
わ
ず
、
多
く
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

黒
柳
さ
ん
の
日
本
博
広
報
大
使
と
し
て
の
精
力
的
な
御
活
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動
に
期
待
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
是
非
、
皆
様
に
御
自
身

が
興
味
の
あ
る「
日
本
博
」を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
足
を
運

ん
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

日
本
博
の
開
催
情
報

日
本
博
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
31
年
か
ら
公
募
等
を
行

い
、
審
査
・
評
価
の
上
採
択
・
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和

2
年
1
月
15
日
時
点
で
は
、
既
に
開
催
終
了
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
含
め
て
、
3
6
8
件
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
・
認
証
さ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
博
で
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式
S
N
S
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
、
身
近
で
ど
の
よ
う
な
日
本
博
が
開
催
さ
れ
て
い
る
か
、

自
分
好
み
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
探
し
て
、
参
加
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

公
式
H
P
：w

w
w

.ntj.jac.go.jp/nihonhaku/

公
式
S
N
S
：T

w
itter

、Instagram

日本博広報大使に就任された黒柳徹子さんと、萩生田文部科学大臣

http://www.ntj.jac.go.jp/nihonhaku/
https://twitter.com/JPNCulturalExpo
https://www.instagram.com/japanculturalexpo/
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そ
の
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
地
域
お
こ
し
企
業

人
、
外
部
専
門
家
を
も
っ
と
教
育
に
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
そ
れ
ら
の
制
度
の
概
要
や
教
育
で
の
活
用
事
例

を
紹
介
す
る
特
設
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

特
設
サ
イ
ト
で
は
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
鹿
児
島

県
日
置
市
の
事
例
や
岡
山
県
和
気
町
の
事
例
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

公
民
館
で
の
人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
… 

学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
英
語
、
探
究
的
学
習
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
学
校
の
I
C
T
化
…

今
、
教
育
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
外
部
人
材

を
活
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

特
設
サ
イ
ト
オ
ー
プ
ン
！！

昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
2
期
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
は
、「
多
様
な
人
材
の
活
躍
」が

新
た
な
柱
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
社
会
教
育
に
関
す
る
内
容

が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
ひ
と
づ
く

り
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
図
る
取
組
を
促
進
す
る
た

め
、
左
記
の
と
お
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
の
外
部
人

材
の
活
用
を
促
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
等
が
多
様
な
主
体
と
連
携
し
つ
つ「
ひ
と
づ

く
り
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
図
る
取
組
を
促
進
す

る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
住
民
参
加
の
地
域
づ
く
り

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
専
門
人
材
を
外
部
か
ら
任

用
す
る
に
当
た
り
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」や「
地
域

お
こ
し
企
業
人
」等
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、
効
果

的
な
推
進
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

〜
自
治
体
の
皆
様
へ
〜

地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
を
も
っ
と
教
育
に
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課

鹿
児
島
県
日
置
市

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

日
置
市
は
美
山
地
区
公
民
館
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

配
置
し
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特設サイトはこちら↓
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/katsuyou/index.htm

地域おこし協力隊の配置を
きっかけに、地区公民館に
様々な人材が集まるように！

公民館を会場にしたマルシェは、
地域おこし協力隊員の取組によ
り、年間12,000人が来場するイ
ベントに成長しました。

https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/katsuyou/index.htm


28 文部科学広報　No.243　2020年2月号

岡
山
県
和
気
町

 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、地
域
お
こ
し
企
業
人
、外
部
専
門
家

岡
山
県
和
気
町
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
地
域
お
こ

し
企
業
人
、
外
部
専
門
家
の
3
制
度
を
フ
ル
活
用
し
て
高

校
魅
力
化
を
推
進
や
、
町
営
の
無
料
公
営
塾
の
設
置
を
は

じ
め
と
す
る
、
教
育
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。

3 制 度 の 概 要

地域おこし協力隊 地域おこし企業人 外部専門家制度

概　　要

都市地域から条件不利地域に生活の拠
点を移し、地方公共団体から「地域おこ
し協力隊員」として委嘱された者が、一
定期間、地域に居住して「地域協力活
動」を行いながら、その地域への定住・
定着を図る。

市町村が、企業等の社員を一定期間受
け入れ、そのノウハウや知見を活かし、
地域独自の魅力や価値の向上等につな
げる。

市町村が、外部人材を招へいし、地域独
自の魅力や価値の向上を図る。

実施主体 都道府県、市町村 市町村 市町村

受入対象 個人 企業等（※）に勤務する者
（※）株式会社その他総務大臣が認める法人

地域人材ネット登録の
①民間専門家
②先進自治体の職員･組織

期　　間 概ね1〜3年 6月〜3年 年度内にのべ
10日／5回以上

地
域
要
件

派遣側 都市圏 地方部の
都市地域等

勤務先企業等が三大都市圏に
所在又は本社機能あり 当該市町村外に在住

受入側 地方部 過疎地域等の
条件不利地域

・過疎地域等の条件不利地域がある市町村
・定住自立圏構想を実施する市町村（中心市及び近隣市町村）

特別交付税措置
（上限額）

①隊員の活動に要する経費
　⇒400万円／人

②隊員等の起業・事業承継に要する経費
　⇒100万円／人

③隊員の募集等に要する経費
　⇒200万円／自治体

④「おためし地域おこし協力隊」に
　要する経費
　⇒100万円／自治体

①企業人の受入の期間前に要する経費
　（措置率0.5）
　⇒100万円／自治体

②受入に要する経費
　（企業への負担金等）
　⇒560万円／人

③企業人が発案・提案した事業に
　要する経費
　（措置率0.5）
　⇒100万円／自治体
※受入自治体から給与等を支払われる
　者は措置対象外

①民間専門家等活用
　⇒560万円／自治体

②先進自治体職員（組織）活用
　⇒240万円／自治体

※対象経費は、報償費、旅費、宿泊費、
　ワークショップに係る経費
※財政力指数による補正あり

和気閑谷高校は地域おこし協力隊を
高校に配置し、常駐させています。そ
れぞれの社会経験をいかしてコーディ
ネートをしているキャリア教育の取組
は、平成29年度キャリア教育推進連携
表彰の最優秀賞も受賞しています。

地域おこし企業人制度を活用して町内
全ての小中学校を英語特例校化した
り、英語力のある地域おこし協力隊が
講師となった町営の無料公営塾を設置
したりするなどして、幼稚園から中学校
まで切れ目なく英語が学べる教育環境
を作っています。
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文化庁文化資源活用課

みんなで守ろう文化財
～第66回文化財防火デーの実施～

文化財防火デーは、昭和24年 1月26日に発生した
火災により法隆寺（奈良県生駒郡斑鳩町）の金堂の
壁画が焼損したことを契機として、昭和30年 1月26
日に第1回を実施して以来、この日を中心に、毎年全
国で文化財防火運動を展開しています。

昨年、ノートルダム大聖堂や首里城正殿等において
大規模な火災が発生したことなどを踏まえ、消防庁等
との連携の下、世界遺産・国宝等における防火対策5
か年計画や防火対策ガイドラインを策定しました。

第66回となる今回は、これらの取組後初めての機
会となることから、国宝を有し日本で初めて世界遺産
に登録された姫路城（兵庫県姫路市）で、1月26日に
大規模な訓練が行われ、宮田文化庁長官及び林﨑消
防庁長官が視察しました。

宮田長官は「中国の故事には、『備えあれば憂いな
し』という教えがあり、日頃から危険に備えておくこと
の重要性を説いているが、ここ姫路城では積極的に防
火対策に取り組んでいることに敬意を表する。文化庁
では、昨年、防火対策 5か年計画を策定したが、文化
財の防火対策の一層の充実を図っていきたい。」と発
言しました。

また、東京国立博物館（東京都台東区）において、
1月20日に大規模な防火訓練が行われ、林﨑消防庁
長官と豊城文化財鑑査官が視察しました。

文化財は、我が国の歴史、文化の正しい理解と国
民の誇りのため、欠くことのできないものです。地域
の宝である貴重な文化財等を火災により焼失すること
なく確実に次世代に継承するため、地元の方々とも連
携・協力した防災訓練の実施をお願いするとともに、
文化庁としても、防火設備の整備など、総合的・計画
的な取組を着実に進めていきたいと思います。

本年度第66回の文化財防火デーでは、宮田文化庁長官と林﨑消防庁長官が姫路城を視察しました。

東京国立博物館での防火訓練

宮田文化庁長官（右）と
林﨑消防庁長官（左）



皆さん！「情報ひろば」を知っていますか？

情報ひろばホームページへGO！⇒http：//www.mext.go.jp/joho-hiroba/

皆様のお越しをお待ちしています。是非、お気軽にお立ち寄りください。

情報ひろば INFO
所 在 地：〒100 ─ 8959 東京都千代田区霞が関3 ─ 2 ─ 2
交通案内：銀座線「虎ノ門駅」11番出口 直結

千代田線「霞ヶ関駅」A13番出口 徒歩5分
開館時間：月曜〜金曜10時〜18時

※入館は閉館の30分前まで　※土曜日、日曜日、祝日、年末・年始休館
入 館 料：無料

〈お問合せ・団体見学申込先〉　文部科学省大臣官房総務課広報室事業第2係
TEL：03─6734─2170　Email：hiroba@mext.go.jp 

情報ひろば 案内図

1Fの直通
エレベーターで
3Ｆ展示室へ
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「文部科学省 情報ひろば」新庁舎2 階エントランスでは、文部科学行政に関する様々な展示と情報発信を行っています。この度、令和2年
2月中旬から新たに以下の大学・研究機関等による企画展示を開始しました。文部科学省への来省の際は是非お立ち寄りください！

「文部科学省 情報ひろば」新庁舎２階エントランスにおいて
新たに企画展示を開始しました！

理化学研究所
令和2年2月18日〜令和2年3月19日

「知りたい！」が未来をつくる『科学道100冊2019』
理化学研究所では、平成29年から「科学道」を使った活動として、書

籍を通じて、科学者の生き方や考え方、科学のおもしろさやすばらしさ
を届ける「科学道100冊」プロジェクトを編集工学研究所と協力して進
めています。

令和元年9月には、中学生・高校生を中心とした幅広い層に科学の魅
力を継続的に伝えるために毎年恒例の企画とし、その第一弾となる「科
学道100冊2019」を発表しました。今回の企画展示では、未知に挑戦
しながら未来を切り開いていく科学者の姿勢や見方、生き方、考え方に
着目する契機を提供し、全ての人が生きるヒントを得ることや科学への
興味や理解につながることを期待しています。

【主な展示物】
○実物展示 ・ 「科学道100冊2019」
  ①テーマ本（50冊）“元素ハンター”“美しき数学”“科学

する女性”②科学道クラシックス（50冊）
○映　　像 ・「科学道100冊2019」選書会議、記者発表会

岡山大学
令和2年2月18日〜令和2年3月19日

「新方式の人工網膜の実用化に向けて」−SDGsを推進する岡山
大学の医工連携研究−

岡山大学方式の人工網膜「OUReP™」は、“世界初の新方式”を取
り入れた光電変換色素分子を素子とする色素結合薄膜型の人工網膜で
す。現在、独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）と薬事戦
略相談を積み重ね、「医薬品医療機器法（旧薬事法）」に基づく医師主
導治験を岡山大学病院で実施する準備を進めています。

今回の展示では、「岡山大学方式の人工網膜 OUReP™」の概要と実
用化に向けた取組について、紹介します。

【主な展示物】
○実物展示 ・ 人工網膜「OUReP™」
○パ ネ ル ・ 「失明した患者さんに再び光を−新方式の人工網膜の実用化

に向けて」
 ・ 「岡山から世界に、新たな価値を創造し続けるSDGs研究推

進大学」ほか

http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/
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